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特集
　小・中学校ではどの学校においても、多様な個性や特性を有する
児童・生徒が在籍している実態が顕在化していると言われています。
それは高校においても例外ではなく、学校によっては既に小・中学
校と同様の多様性が生じていると伺います。また、公立高校が０校
または１校の自治体が63.9％に上る中（＊１）、今後さらに統廃合
が進むと、多様な生徒から成る公立高校は一層増加するとも言われ
ています。そうした状況を踏まえ、中央教育審議会で検討が進んで
いる学習指導要領の改訂論議を貫く３つの方向性の１つとして、“多
様性の包摂”が「論点整理」（＊２）において示されました。その方
向性の下で現在、多様な生徒に応じた教育課程を各校が柔軟に編成
できるようにする仕組みについて、具体化に向けた議論が総則・評
価特別部会や各ワーキンググループで行われています。
　「論点整理」では “多様性の包摂”について、生徒の多様性に向き
合い、それを個人及び社会の力に変える観点から、「（生徒）一人ひ
とりの意欲が高まり、可能性が開花し、個性が輝く教育の実現を目
指すもの」と述べられています。では、どのように教育課程を柔軟
化することが生徒の可能性の開花に資するのでしょうか。そして、
その柔軟化はどのようにすれば実現することができるのでしょうか。
今号はその問いについて、先行事例を交えながら考えてまいります。

 編集部　統括責任者　柏木　崇

  P. 4	 課題整理　
	 	 生徒の学び方、教師の働き方を変え、
	 	 多様な生徒一人ひとりの可能性を開花させる
	 	 中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程部会　総則・評価特別部会　専門委員
  神奈川県・私立横浜創英中学・高校　校長　本間朋弘
  P. 10	 事例 1　群馬県立沼田高校
	 	 多彩な選択科目や「マイタイム」の導入で、
	 	 自律的な学びと多様な進路実現を支える
 P. 13	 事例 2　滋賀県立彦根東高校
	 	 グローバル人材の育成を目指し、科目の融合・
	 	 再編や先取り学習、探究学習の拡充を実現
 P. 16	 事例 3　大阪府教育センター附属高校
	 	 自由度の高い科目選択や５段階評価を行う
	 	 探究学習で、自ら学びを深める生徒を育む
	 P. 19	 事例 4　大分県立安

あ じ む
心院高校

	 	 複数のコース・類型と、小・中学校と連携した
	 	 探究学習により、多様な生徒のニーズに応える
	 P. 22	 本特集を振り返って　
	 	 次期学習指導要領へ向けて、今から始められる検討のステップ

生
徒
の
可
能
性
を
開
花
さ
せ
る

教
育
課
程
の
柔
軟
化

─
何
が
で
き
る
の
か
？
　ど
う
実
現
す
る
の
か
？
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高校の教育課程の柔軟性をめぐる諸課題図１

「教育課程の柔軟化」の推進にあたっての課題図３教師が感じる「教育課程の柔軟化」の必要性図２

※中央教育審議会　教育課程企画特別部会「論点整理」（2025 年 9 月）を基に編集部で作成。

点整理」では、高校の教育課程の柔軟性をめぐる諸
課題を図１のように整理している。本誌の読者モ

ニターからも、「難関大学進学から就職まで、多様な希望
進路の生徒が在籍している」「生徒が学びを自己調整する
時間が取りにくい」「個々の生徒の学力と特性に応じて、
教科・科目を自由に選択できる仕組みをつくりたい」と
いった声が寄せられており、教育課程の柔軟化の必要性

を感じている教師は７割を超えた（図２）。ただ、教育課程
の柔軟な編成にあたっては、その進め方や教師にかかる負
担などについての不安や懸念の声も聞こえる（図３）。
　そこで今号では、学習指導要領の改訂の議論において、
教育課程の柔軟化に関して検討されている仕組みを整理
した上で、各校が柔軟化にどのように取り組んでいけば
よいのかを、有識者の話や事例を通じて考えていく。

「教育課程の柔軟化」で何ができるようになるのか。
各校は柔軟化をどのように進めればよいのか。

先生方とともに
考えたい「問い」

論

課題❶ 大胆な教育課程編成
• 地域の特色を生かした課題探究を中核にダ

イナミックなカリキュラムを組みたい。し
かし、学校設定科目を卒業単位にカウント
できるのは 20 単位までと、限界を感じる。

•74 単位で卒業できるはずだが、週 30 コマ
の授業が標準という規定も相まって、３年
間で 90 単位以上必要。生徒の余白が少な
く、学校外をフィールドにするダイナミッ
クなカリキュラムは組みにくい。

課題❸ 個々の生徒の学習ニーズへの
対応
• 自分の苦手の克服や得意の伸長など、

生徒が学習内容を自己決定したり、自
己調整したりする時間を設けたいが、
標準単位数のままだとカリキュラムが
過密で、うまく位置づけられない。

• 英検１級などを持っている生徒にも、
基礎科目から履修させるルールだが、
それは本当に生徒のためになっている
のか。もう少し履修義務を生徒の実態
に応じて柔軟にできないか。課題❷ 生徒集団の実態に応じた対応

• 今の減単の仕組みで週１コマを減らすと
少々減らしすぎだと感じる。もう少しちょ
うどよい減らし方ができるとよい。

• 基礎科目では物足りない生徒も多い。必履
修科目と選択科目をまとめてちょうどよい
単位を割りあてて編成できれば、じっくり
深くできるのにと思う。

• 必履修教科・科目の前に学び直しを丁寧に
行う必要がある。しかし、そのための学校
設定教科・科目と必履修教科・科目を別々
に設定するのは実態に即していない。

課題❹ 各科目の適正な学習量の設定
• 必履修科目を終わらせるのに１年次だ

けでなく２年次までかかる。基礎科目
が終わらないと、進路に応じた選択を
十分にできない。

• 前期と後期でそれぞれ単位認定したい
が、１単位ずつ（35 コマ）しか認定
できないため、前期だけで単位認定し
ようとすると２コマ開講しなくてはな
らず、時間割が窮屈になる。

※図２・３ともに、『VIEW next』高校版　読者モニターアンケート結果より（アンケートは 2025 年 12 月にウェブで実施。有効回答数は 112）。図２は、単位以下を四
捨五入等により、合計が 100％にならない。

「教育課程の柔軟化」をご勤務校で進めていくとしたら、
どのようなことが課題になると思いますか。

•「教育課程の柔軟化」が何かを理解していない教師がいる。（長
崎県・公立）

•「教育課程の柔軟化」を、誰が、どう進めていくか。（静岡県・公立）
•「教師が主体となって教えるべきである」「勉強を強いなければ、

生徒の成績は下がる」といった思い込み。（茨城県・公立）
• 生徒それぞれの希望進路先の学びを見据えた科目の設定と科目

選択の指導。（北海道・公立）
• 教師が減り、授業を担当できる教師の確保が難しい。働き方改

革もあり、負担をかけにくい。（新潟県・公立）

Q.

学
校
設
定

選
択

必
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修

35
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74
単位90

単位

20
単位

最低

卒
業
に
必
要
な

単
位
数

週
あ
た
り
時
数
の
標
準（
30
コ
マ
）を

３
年
間
実
施
し
た
際
の
履
修
単
位
数

最大

履
修
順

１単位：
35 単位時間の学習

（年間週１コマ）

「多様な子どもたちを包摂する」という観点で、ご勤務
校の教育課程を柔軟化していく必要性を感じますか。

Q.

とても感じる
37.5%

まあ感じる
33.9%

どちらとも言えない
20.5%

あまり感じない 8.0%

全く感じない 0%
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人
生
に
お
い
て
は
、
学
校
で
過
ご
す
時
間

は
２
割
程
度
で
、
残
り
の
８
割
以
上
は
社
会

で
過
ご
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
学
校
に
は
、

生
徒
に
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
近
年
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
そ
し
て
生

成
Ａ
Ｉ
の
進
化
な
ど
に
よ
り
、
社
会
構
造
や

雇
用
環
境
が
大
き
く
、
急
速
に
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
予
測
困
難
な
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
に
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

力
を
生
徒
に
育
め
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
多
く
の
先
生
方
は
、「
社
会
の
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
か
ら
こ
そ
、
生
徒
に
は
自

ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
力
や
知
識
・

技
能
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
の
資
質
・
能
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
」
と
考
え
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
ま
た
、「
論
点
整
理
」
に
お
い
て
「
ど
の

学
校
で
も
、
多
様
な
個
性
や
特
性
を
有
す
る

子
ど
も
が
在
籍
し
て
い
る
」「
多
様
性
を
包

摂
し
、
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
を
高
め
、
可
能

多
様
な
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

変
化
を
生
き
抜
く
力
を
育
む

生
徒
の
学
び
方
、教
師
の
働
き
方
を
変
え
、

多
様
な
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
開
花
さ
せ
る

中
央
教
育
審
議
会 
初
等
中
等
教
育
分
科
会 

教
育
課
程
部
会 

総
則・
評
価
特
別
部
会

　専
門
委
員

神
奈
川
県
・
私
立
横
浜
創
英
中
学・
高
校
　校
長 

本
間
朋
弘

中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
が
公
表
し
た
「
論
点
整
理
」
で
は
、
次
期
学
習
指
導
要

領
に
向
け
た
論
点
の
1
つ
と
し
て「
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
包
摂
す
る
柔
軟
な
教
育
課
程
の
あ
り
方
」

が
示
さ
れ
た
。
柔
軟
な
教
育
課
程
が
な
ぜ
求
め
ら
れ
、
ど
う
そ
れ
を
実
現
す
る
の
か
。
校
長
と
し
て

学
校
改
革
を
牽け

ん

引い
ん

し
、
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
総
則
・
評
価
特
別

部
会
専
門
委
員
と
し
て
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
携
わ
る
本
間
朋
弘
先
生
に
話
を
聞
い
た
。

課
題
整
理

教
育
課
程
の
柔
軟
化
の
背
景

ほんま・ともひろ　神奈川県の公立高校
に 29 年間勤務し、学力進学重点校など
で進学体制を構築。2013 年度に横浜創
英中学・高校へ。24 年度から同校校長と
して、生徒主体の学びや社会とつながる
実践的なカリキュラムを構築し、併せて
組織的な働き方改革を推進。25 年 9 月
より、中央教育審議会 総則・評価特別部
会 専門委員として次期学習指導要領の策
定に参画。著書に、『働き方を変えて、学
び方を変える　学校改革』（時事通信社）。

神奈川県・私立横浜創英中学・高校
設立　1940（昭和 15）年
形態　全日制／普通科／共学
生徒数　高校１学年約 400人
2024年度卒業生進路実績　国公立大
は、横浜国立大、九州大などに 11 人が
合格。私立大は、青山学院大、慶應義塾
大、國學院大、上智大、中央大、東京理
科大、法政大、明治学院大、明治大、立
教大、早稲田大などに延べ 775 人が合格。
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性
を
開
花
さ
せ
る
教
育
の
実
現
が
喫
緊
の
課

題
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
学
校
に
は
学

習
面
ま
た
は
行
動
面
で
困
難
を
示
し
た
り
、

「
不
登
校
」
だ
っ
た
り
、
家
で
主
に
日
本
語

を
話
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
特
異
な
才
能
が

あ
っ
た
り
と
、
実
に
多
様
な
子
ど
も
が
在
籍

し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
そ
れ
は
小
・
中
学

校
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
の

基
礎
自
治
体
の
う
ち
、
公
立
高
校
０
校
、
ま

た
は
1
校
の
み
の
自
治
体
の
割
合
は
63
・
９

％
で
す
（
図
２
）。
今
後
、
さ
ら
に
統
廃
合

が
進
み
、
地
域
の
生
徒
が
通
学
で
き
る
高
校

が
減
っ
て
い
け
ば
、
同
様
に
多
様
な
生
徒
が

能
性
を
引
き
出
し
、
一
人
ひ
と
り
に
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
資
質
・
能
力
を
育
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
論
点
整
理
」に
お
い
て
、

生
徒
の
多
様
性
を
包
摂
す
る
柔
軟
な
教
育
課

程
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ

う
し
た
前
提
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
大
学
入
試
に
目
を
転
じ
て
も
、
年
内
入
試

で
進
路
を
決
め
る
生
徒
の
割
合
は
今
後
、
６

割
、
７
割
と
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

知
識
・
技
能
に
偏
ら
な
い
資
質
・
能
力
が
選

抜
段
階
で
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
う
し
た
資
質
・
能
力
は
、
大
学
入
学

後
や
そ
の
後
の
社
会
で
、
ま
す
ま
す
重
要
視

さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
一
般
選
抜
に
向

け
た
教
科
学
力
の
養
成
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
教
育
活
動
を

自
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
盛
り
込
ん
で

い
く
こ
と
が
、
改
め
て
高
校
に
は
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
が
１
人
1
台
端
末
を
活
用
し
て
自
分

に
合
っ
た
学
び
方
を
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
学
ぶ
内
容
や
学
び
方
を

高
校
が
画
一
的
に
決
め
る
時
代
は
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
学
び
を
提
供
す
る
高
校
と
な
る
た
め
に

は
、
自
校
を
ど
の
よ
う
に
変
え
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
今
後
、
教
育
課
程
を
ど
の
程

度
各
校
で
柔
軟
化
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、「
論

点
整
理
」
で
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

在
籍
す
る
高
校
は
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
高
校
が
、
多
様
な
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て

い
く
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
場
で
あ
ろ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を
尊

重
し
、
意
欲
を
高
め
、
可
能
性
を
開
花
さ
せ

る
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
学
校
は
、
多
様
性
の
包
摂

に
対
し
て
「
み
ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
あ
な
た
も
そ
う
し
な
さ
い
」
と
い
っ

た
同
調
圧
力
で
教
育
水
準
を
保
ち
、
課
題
に

フ
タ
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
画
一
的
な
学
び
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
可

多様な個性や特性を有する子どもが在籍している実態図１

公立高校０校、または１校のみの基礎自治体数、割合図２

小
学
校
（
35
人
学
級
）

中
学
校
（
40
人
学
級
）

家にある本の冊数が少ない子ども
※学力が低い傾向が見られる　

12.8人(36.5%)

家にある本の冊数が少ない子ども
※学力が低い傾向が見られる　

15.4人(38.4%)

家で主に
日本語を話して
いない子ども　
0.5人(1.5%)

家で主に
日本語を話して
いない子ども　
0.5人(1.2%)

特異な才能のある子ども（＊）　
0.8人(2.3%)

特異な才能のある子ども（＊）　
0.9人(2.3%)

学習面または
行動面で著しい
困難を示す子ども　

3.6人(10.4%)

学習面または
行動面で著しい
困難を示す子ども　

2.2人(5.6%)

不登校　
0.8人(2.3%)

不登校　
2.7人(6.8%)

不登校傾向　
4.1人(11.8%)

不登校傾向　
4.1人(10.2%)

※中央教育審議会　教育課程部会 総則・評価特別部会（第５回）検討資料⑥「調整
授業時数制度等の具体化について」（2026年1月）を基に編集部で作成。

※中央教育審議会　教育課程企画特別部会「論点整理」（2025年９月）を
基に編集部で作成。

都道府県
該当する
自治体
の割合

該当する
自治体数
０校 １校

北海道 83.8% 55 95
青森県 80.0% 22 10
岩手県 63.6% 3 18
宮城県 65.7% 5 18
秋田県 68.0% 9 8
山形県 80.0% 10 18
福島県 81.4% 27 21
茨城県 45.5% 6 14
栃木県 56.0% 4 10
群馬県 65.7% 13 10
埼玉県 57.1% 12 24
千葉県 51.9% 14 14
東京都 32.3% 7 13

神奈川県 51.5% 7 10
新潟県 46.7% 8 6
富山県 53.3% 2 6
石川県 63.2% 2 10
福井県 64.7% 6 5
山梨県 77.8% 11 10
長野県 80.5% 40 22
岐阜県 66.7% 14 14
静岡県 51.4% 4 14
愛知県 50.0% 8 19
三重県 69.0% 8 12

都道府県
該当する
自治体
の割合

該当する
自治体数
０校 １校

滋賀県 36.8% 4 3
京都府 50.0% 8 5
大阪府 48.8% 8 13
兵庫県 31.7% 1 12
奈良県 76.9% 19 11

和歌山県 73.3% 13 9
鳥取県 78.9% 10 5
島根県 52.6% 3 7
岡山県 63.0% 10 7
広島県 39.1% 1 8
山口県 47.4% 2 7
徳島県 66.7% 9 7
香川県 64.7% 4 7
愛媛県 50.0% 1 9
高知県 79.4% 16 11
福岡県 70.0% 22 20
佐賀県 55.0% 4 7
長崎県 38.1% 2 6
熊本県 80.0% 22 14
大分県 55.6% 2 8
宮崎県 73.1% 13 6

鹿児島県 67.4% 14 15
沖縄県 70.7% 18 11
全国 63.9% 503 609

＊　特異な才能のある子ども：IQ130以上を仮定しているが、多様な基準や考え方が存在し、要因が複合している場合もある。そのため、多様な種類・程度の特性があ
る子どもがおり、その対象範囲は想定よりも広いとも考えられる。

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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　「
論
点
整
理
」
で
は
、
高
校
段
階
の
柔
軟

な
教
育
課
程
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す

（
図
３
）。

　
そ
の
1
つ
が
、「
教
科
・
科
目
の
柔
軟
な

組
み
替
え
」
で
す
。
そ
れ
は
現
在
の
教
育
課

程
特
例
校
制
度
を
一
般
化
し
て
、
必
履
修
を

含
む
科
目
の
履
修
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
、

一
定
の
要
件
の
下
、
同
一
教
科
の
他
科
目
や

学
校
設
定
科
目
等
で
取
り
扱
う
こ
と
を
可
能

と
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
す
。
例
え
ば
、「
化

学
基
礎
」
と
「
化
学
」
を
１
つ
の
科
目
と
し

て
創
設
し
、
複
数
年
で
履
修
す
る
こ
と
で
、

化
学
全
体
と
し
て
は
減
単
す
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
柔
軟
な

取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
た
め
、
現
行
は
20

単
位
ま
で
と
な
っ
て
い
る
「
卒
業
ま
で
に
修

得
さ
せ
る
単
位
数
に
含
め
ら
れ
る
学
校
設
定

科
目
等
に
係
る
修
得
単
位
数
」
を
増
や
す
こ

と
の
適
否
、
増
や
す
場
合
の
上
限
を
検
討
す

べ
き
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
探
究

的
な
学
び
に
重
点
を
置
い
て
い
る
各
学
校
の

特
色
に
応
じ
た
学
校
設
定
科
目
を
設
け
、
卒

業
単
位
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
、「
標
準
単
位
数
の
細
分
化
に
よ
る

教
育
課
程
」
で
す
。
単
位
計
算
を
学
習
量
を

変
え
ず
に
細
分
化
（
現
行
の
74
単
位
を
分
割

し
１
４
８
単
位
と
す
る
）
し
て
、
学
期
ご
と

の
単
位
認
定
を
容
易
に
し
、
き
め
細
か
く
増

単
・
減
単
が
可
能
と
な
る
よ
う
検
討
す
べ
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
標
準
単
位
数

の
細
分
履
修
の
柔
軟
化
」
と
し
て
、
生
徒
の

学
校
生
活
に
余
白
を
生
み
、
個
々
の
進
路
希

望
や
心
身
の
状
態
な
ど
に
応
じ
て
柔
軟
な
学

習
や
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
観
点
か

ら
、
週
あ
た
り
授
業
時
数
の
標
準
（
週
30
コ

マ
）
に
つ
い
て
、
示
さ
な
い
こ
と
と
す
る
方

向
で
検
討
す
べ
き
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
科
目
の
履
修
を
免
除
す
る
仕
組

み
の
創
設
」
も
方
向
性
の
１
つ
と
し
て
示
さ

れ
ま
し
た
。
入
学
時
点
で
高
度
な
外
国
語
の

運
用
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
外
部
試
験

で
明
ら
か
な
場
合
な
ど
、
社
会
的
信
頼
性
が

確
立
し
て
い
る
基
準
に
よ
り
、
特
定
の
必
履

修
教
科
・
科
目
に
つ
い
て
既
に
そ
の
内
容
を

十
分
に
修
得
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
生
徒

が
在
籍
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、

各
学
校
や
教
育
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
、
当

該
教
科
・
科
目
の
履
修
を
免
除
可
能
と
す
る

仕
組
み
を
整
え
る
べ
き
と
い
う
も
の
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
仕
組
み
の
「
適
切
な
運
用

を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
な
ど
」
も
併
せ
て

高校段階の柔軟な教育課程の方向性（単位制の大幅な柔軟化）図３

現行制度

論点
イメージ

教科① 教科② 教科③
学校設定
教科・科目必履修

科目A
選択
科目B

必履修
科目C

選択
科目D

必履修
科目E

選択
科目F

教科① 教科② 教科③
学校設定
教科・科目科目Aと科目Bを

組み合わせた科目AB
減
単

必履修
科目C

選択
科目D

必履修
科目E

選択
科目F

履修順 履修順 履修順

履修順

上限:20単位

上限:20単位〜

卒業に必要な単位数:74単位（１単位：週１コマ×年）

卒業に必要な単位数:148単位（1単位：週１コマ×半期）

週あたり時数の標準(週30コマ)を機械的にあてはめた場合の履修単位:90単位

(５)学校設定科目に係る修得単
位数を増やす方向で検討す
べき(現行は20単位まで)

※中央教育審議会　教育課程企画特別部会「論点整理」（2025年９月）を基に編集部で作成。

(1)必履修を含め、複数科目を統合するな
どの柔軟な運用を各学校の判断で行
えるようにすることを可能とすべき

(２)減単をすることが可能
な範囲を検討すべき

(3)単位数を細分化して学期ごとの
単位認定を容易にし、きめ細か
な増単・減単を可能とすべき

(4)特定の生徒に対し、一定の場
合に履修の免除・振り替えを
認めることを可能とすべき

(6)週あたり授業時数の
標準（週30コマ）の
示し方を検討すべき

【例】CEFR B2相当の生徒は「英語コミュニケーションⅠ」を免除し、「英語コミュニケーションⅢ」や
学校設定科目の履修を可能とする、CEFR C1以上の生徒は大学の講義等の単位認定で替えるなど

【例】「化学基礎」と「化学」
を１つの科目として
複数年で履修

【例】「数学Ⅱ」の中で「数学Ⅰ」
の一部の内容を一体的に
扱う

教
科
・
科
目
の
組
み
替
え
や
、

標
準
単
位
数
の
細
分
化
を
検
討

教
育
課
程
の
柔
軟
化
の
具
体
的
な
内
容
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　「
論
点
整
理
」
を
見
る
と
、
次
期
学
習
指

導
要
領
が
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
理
念
を

引
き
継
ご
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
本
校
は
２
０
２
５
年
度
か
ら
の
高
校
の
コ

ー
ス
制
の
改
編
に
あ
た
り
、
23
年
度
か
ら
教

育
課
程
の
編
成
に
着
手
し
ま
し
た
。
本
校
の

最
上
位
目
標
で
あ
る
「
生
徒
の
当
事
者
意
識

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

仕
組
み
に
お
け
る
「
一
定
の
要
件
」
や
具
体

的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
れ

ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
教
育

課
程
の
柔
軟
化
が
各
校
の
判
断
で
進
め
ら
れ

る
よ
う
な
方
向
性
で
次
期
学
習
指
導
要
領
は

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
仕
組
み
を

生
か
し
て
新
し
い
教
育
課
程
を
大
胆
に
編
成

す
る
な
ど
、
学
校
改
革
を
進
め
ら
れ
る
か
ど

う
か
は
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
校
長
が
自
校
の
教
育
目
標
の

実
現
に
向
け
た
明
確
な
戦
略
を
立
て
、
そ
れ

を
校
内
に
共
有
す
る
こ
と
が
学
校
改
革
に
は

を
育
て
な
が
ら
、
学
校
運
営
と
学
び
を
生
徒

主
体
に
移
譲
す
る
」
こ
と
と
、「
実
学
的
な

学
び
で
生
徒
と
社
会
を
つ
な
げ
な
が
ら
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
」
こ
と

を
達
成
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

な
が
ら
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
を
改
め
て

読
み
解
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
現
行
の
学
習

指
導
要
領
で
も
か
な
り
弾
力
的
に
特
色
あ
る

教
育
課
程
を
編
成
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
必
履
修

不
可
欠
で
す
。
明
確
な
戦
略
が
共
有
で
き
た

ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
具
体
的
な
戦
術
は
組
織

に
一
任
し
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
次
期
学
習

指
導
要
領
が
目
指
す
、
多
様
な
生
徒
を
包
摂

す
る
教
育
課
程
の
実
現
に
向
け
て
校
長
の
先

導
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
な
お
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
学
び

の
実
現
に
は
、
教
育
課
程
の
柔
軟
化
と
と
も

に
、
教
科
書
の
内
容
を
網
羅
的
に
教
え
る
授

業
か
ら
単
元
の
幹
と
な
る
本
質
的
な
理
解
を

重
視
す
る
授
業
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
す
。

各
教
師
の
授
業
観
の
転
換
を
促
す
こ
と
も
校

長
の
重
要
な
使
命
の
1
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

科
目
の
合
計
単
位
数
の
標
準
は
35
単
位
で
、

多
く
の
学
校
で
は
１
年
次
の
教
育
課
程
は
必

履
修
科
目
を
中
心
に
し
て
編
成
し
、
選
択
科

目
の
多
く
は
２
年
次
以
降
の
履
修
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
本
校
は
、「
学
び
を
生
徒
主

体
に
移
譲
す
る
」
こ
と
を
最
上
位
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
か
ら
、
１
年
次
か
ら
生
徒
が
履

修
科
目
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
25
年
度
か
ら
、
高
校
で

は
前
期
・
後
期
の
２
期
制
を
採
り
、
半
期
ご

と
の
単
位
認
定
に
し
ま
し
た
（
図
４
）。

　
半
期
ご
と
の
単
位
認
定
に
す
る
場
合
、
１

単
位
の
科
目
は
週
２
コ
マ
、
２
単
位
の
科
目

は
週
４
コ
マ
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
１
年
次

の
前
期
で
必
履
修
科
目
の
約
半
分
の
履
修
を

完
了
し
、
１
年
次
の
後
期
以
降
は
選
択
科
目

の
授
業
が
増
え
ま
す
。
た
だ
し
、
３
単
位
の

科
目
は
週
６
コ
マ
と
な
り
、
時
間
割
を
圧
迫

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
３
単
位
の

「
日
本
史
探
究
」「
世
界
史
探
究
」
な
ど
は
学

期
を
ま
た
ぐ
継
続
履
修
で
単
位
認
定
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で

も
「
当
該
科
目
の
目
標
を
実
現
で
き
る
範
囲

で
」
認
め
ら
れ
て
い
る
「
数
学
Ⅰ
」「
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」
の
２
単
位
へ
の

減
単
を
行
い
、
ス
リ
ム
な
時
間
割
の
編
成
を

可
能
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
科
目
選
択
の
自
由
度
を

「
超
」
拡
大
し
た
こ
と
で
、
高
校
で
は
ク
ラ

ス
共
通
の
時
間
割
が
な
く
な
り
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
時
間
割
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
学
年
制
の
柔
軟
な
運
用
も
進
め
て
い
ま

す
。
社
会
で
は
、
同
じ
年
齢
の
人
だ
け
と
仕

事
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
学

校
に
お
い
て
も
同
じ
年
齢
の
生
徒
だ
け
で
学

横浜創英中学・高校の教育課程　高校3年間の概要図４

必履修科目
０〜1単位 選択科目

15単位まで

総合的な
探究の時間

LHR

必履修科目
5単位

選択科目
11単位まで

総合的な
探究の時間

LHR

必修＋
必履修科目
9単位

選択科目
6単位まで

総合的な
探究の時間

LHR

必履修科目
０〜２単位 選択科目

15単位まで

総合的な
探究の時間

LHR

必修＋
必履修科目
5〜7単位

選択科目
11単位まで

総合的な
探究の時間

LHR

必履修
科目
15単位

総合的な
探究の時間

LHR

３
年
次

２
年
次

１
年
次

前期 後期

同校では、選択科目は履修しないことの自由を認めているが、その一方で、卒業に必要な修得単位数を満たすための選択は生徒の
判断と責任に委ねている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※本間先生提供資料を基に編集部で作成。

半
期
ご
と
の
単
位
認
定
で

科
目
選
択
の
自
由
度
を
拡
大

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
何
が
で
き
る
の
か

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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ぶ
必
要
は
な
い
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
本
校
で

は
、
英
語
の
外
部
検
定
試
験
で
高
次
の
学
力

を
有
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
１
年
次
の
「
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」
の
履
修
を
免

除
し
、
３
年
次
の
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
Ⅲ
」
の
履
修
を
認
め
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
27
年
度
か
ら
は
、「
論
理

国
語
」
や
学
校
設
定
科
目
の
「
英
語
探
究
」

な
ど
、
８
つ
の
選
択
科
目
を
2
年
生
と
3
年

生
が
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
学
年
制
を
柔
軟
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
興
味
・
関
心
や
学
力
に

合
っ
た
授
業
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
も
「
学
び
を
生
徒
主
体
に
移
譲
す

る
」
と
い
う
本
校
の
最
上
位
目
標
の
実
現
を

目
指
し
た
改
革
で
す
。

　「
実
学
的
な
学
び
で
生
徒
と
社
会
を
つ
な

げ
な
が
ら
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
」
た
め
に
、
社
会
と
つ
な
が
る
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
（
図
５
）。
現
行

の
学
習
指
導
要
領
で
も
、
学
校
長
の
判
断
で

学
校
外
に
お
け
る
学
修
を
単
位
認
定
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
の
で
、
高
大
連
携
を
強
化
し
、

大
学
で
の
学
修
を
単
位
認
定
し
て
い
ま
す
。

高
校
で
科
目
選
択
の
自
由
度
が
拡
大
し
た
た

め
、
そ
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
生
徒
は
大
学

に
出
か
け
、
探
究
型
の
授
業
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
極
端
に
言
う
と
、
本

校
の
生
徒
は
2
年
次
ま
で
に
60
単
位
を
修
得

す
れ
ば
、
３
年
次
は
卒
業
に
必
要
な
残
り
の

14
単
位
を
、
す
べ
て
大
学
の
授
業
の
受
講
で

修
得
で
き
る
の
で
す
。

　
教
科
外
活
動
と
し
て
行
う
「
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」
も
生
徒
と
社
会
を
つ
な

げ
る
実
践
の
1
つ
で
す
。
１・
２
年
生
の
授

業
を
担
当
す
る
教
師
が
教
科
の
枠
を
超
え
て

ペ
ア
を
組
み
、
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
１
週

間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
生
徒
は
自
分
が
選

ん
だ
講
座
で
学
年
や
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え

て
、
協
働
的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
中
学
校
は
学
年
ご
と
に
標
準
授
業
時
数
が

決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
高
校
に
比
べ
る
と
、

科
目
選
択
の
自
由
度
の
拡
大
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
本
校
で
は
、
英

語
に
お
い
て「
何
を
」「
誰
と
」「
ど
こ
で
」「
ど

う
や
っ
て
」
学
ぶ
か
を
生
徒
自
身
が
選
択
す

る
自
律
型
の
学
び
を
、
21
年
度
か
ら
週
2
コ

マ
、
3
学
年
縦
割
り
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
先
生
か
ら
学
ぶ
部
屋
」「
生
徒
同
士
で
対
話

を
通
じ
て
学
ぶ
部
屋
」「
Ａ
Ｉ
教
材
や
問
題

集
な
ど
を
使
っ
て
自
分
で
学
ぶ
部
屋
」「
英

会
話
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
企
業
の
力

を
借
り
て
学
ぶ
部
屋
」
の
４
つ
の
教
室
か
ら

自
分
に
合
っ
た
学
び
方
が
で
き
る
教
室
を
生

徒
は
選
ん
で
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
毎
時

間
同
じ
教
室
を
選
ん
で
も
よ
い
で
す
し
、
別

の
教
室
に
移
動
す
る
の
も
自
由
で
す
。
そ
の

形
式
に
よ
り
、
生
徒
は
自
分
に
最
適
な
学
び

方
を
自
己
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、

「
論
点
整
理
」
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

方
向
性
が
実
現
す
れ
ば
、
公
立
高
校
で
も
教

育
課
程
の
柔
軟
化
が
よ
り
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
自
校
の
教
育
目
標
の
実
現
の
た
め
に
、

生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
独
自
の
教
育
課

程
を
編
成
す
る
こ
と
が
、
私
立
高
校
は
も
と

よ
り
、
公
立
高
校
に
お
い
て
も
一
層
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
多
様
な
生
徒
を
包
摂
す
る
柔
軟
な
教
育
課

程
の
編
成
は
、
働
き
方
改
革
と
不
可
分
な
も

の
で
す
。「
論
点
整
理
」
で
は
、「
教
師
に
過

度
な
負
担
・
負
担
感
が
生
じ
な
い
よ
う
な
、

持
続
可
能
な
あ
り
方
を
追
求
し
、
教
師
と
子

ど
も
の
双
方
に
『
余
白
』（
教
育
の
質
の
向

上
の
た
め
の
時
間
的
余
裕
）
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
豊
か
な
学
び
に
つ
な
げ
る
方
向
を
踏

ま
え
た
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
事
実
、
本
校
が
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
学
び
を
実
現
す
る
教
育
課
程

高大連携
高校３年間を通じて、大学の授業の受講を
単位として認定。25年度までに筑波大学、
成城大学、法政大学など、12大学と高大連
携協定を締結。

コラボレーションウィーク
高校1・2年生の授業担当者がペアを組んで
合教科の授業を行う。25年度は19講座を
開講。生徒は1講座を選び、講座のテーマ
に沿って課題を設定し、探究学習に取り組
む。期間中の１週間は通常授業は行わない。

対話創造型講座
社会で活躍する講師から対話のスキルを学
び、自ら設定した社会課題の解決のための
方策を考え、新しい価値をプレゼンテーショ
ンする。高校2年次・3年次の2年間で実施。

4Cスキル研修
創造（Creativity）・対話（Communication）・
協働（Collaboration）・分析的思考（Critical 
thinking）という、実社会で活用できる4つ
のスキルを会得するための研修を2日間実施

（中学校のみ）。

社会とつながる横浜創英中学・
高校の活動図5

※本間先生提供資料を基に編集部で作成。

教
育
目
標
の
実
現
の
た
め
に

独
自
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る

教
育
課
程
の
柔
軟
化
と

働
き
方
改
革
を
つ
な
げ
る

教
育
課
程
の
柔
軟
化
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

8 高校版  2026 February

0-01-5-00016-001 2025 年度 VIEW next 高校版 2 月号 8 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

01/28
八木

念
校

01/30
萬屋 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P04-09_view-next-koukou-2g.indd   8P04-09_view-next-koukou-2g.indd   8 2026/01/30   12:502026/01/30   12:50



の
編
成
に
没
入
で
き
た
の
は
、
働
き
方
改
革

が
終
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
（
図
６
）。
教

育
課
程
の
編
成
を
始
め
と
す
る
学
校
改
革
を

進
め
る
た
め
に
は
、
教
師
に
時
間
的
な
余
裕

を
つ
く
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
負
担
が
増
え
る
学
校
改
革
は
必
ず

失
敗
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
徒
の
学
び
の

充
実
も
働
き
方
改
革
と
一
体
化
し
て
進
め
る

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
本
校
の
中
学
校
の
英

語
の
一
部
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
自
分
に
合

っ
た
学
び
方
を
選
択
し
ま
す
が
、
そ
の
実
践

も
教
師
の
働
き
方
改
革
と
一
体
で
し
た
。
高

次
の
英
語
力
を
持
つ
生
徒
と
、
基
礎
か
ら
始

め
る
生
徒
が
混
在
す
る
授
業
は
、
教
師
の
授

業
準
備
の
負
担
が
大
き
く
、
生
徒
の
反
応
も

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
個
別

最
適
な
学
び
を
実
現
さ
せ
な
が
ら
授
業
を
合

理
的
・
効
率
的
に
展
開
す
る
た
め
に
、
教
師

は
自
分
の
得
意
を
生
か
し
た
教
え
方
で
教

え
、
生
徒
は
自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を
選
ぶ

よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
1
人
の
教
師
が
す
べ
て
の
学
習
内

容
を
教
え
る
こ
と
を
前
提
に
せ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
師
が
自
分
の
得
意
な
領
域
で
授
業
を

で
き
る
よ
う
、
教
え
る
内
容
を
単
元
や
分
野

の
単
位
で
、
教
師
間
で
分
担
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
日
本
史
で
あ
れ
ば
、

時
代
や
テ
ー
マ
ご
と
に
担
当
す
る
教
師
を
決

め
れ
ば
、
教
材
研
究
の
負
担
も
減
り
ま
す
。

　
本
校
の
半
期
ご
と
の
単
位
認
定
は
、
生
徒

の
興
味
・
関
心
に
応
え
る
た
め
に
、
科
目
選

択
の
自
由
度
の
拡
大
を
目
指
し
た
も
の
で
し

た
が
、
授
業
準
備
の
負
担
を
軽
減
す
る
ね
ら

い
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
の
授
業
の

受
講
を
単
位
認
定
す
る
制
度
は
、
高
次
の
学

び
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
授
業
時
数
が
膨

ら
む
履
修
主
義
か
ら
の
脱
却
を
意
図
し
た
も

の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
校
は
働
き
方
改
革
に
2
年
、
そ
の
後
の

教
育
課
程
の
編
成
に
2
年
を
要
し
ま
し
た
。

教
育
課
程
の
編
成
は
、
①
学
校
の
最
上
位
目

標
の
明
確
化
、
②
教
育
課
程
を
編
成
す
る
組

織
と
工
程
の
決
定
、
③
教
育
課
程
上
の
工
夫

の
検
討
、
④
具
体
的
な
科
目
と
時
間
割
の
検

証
、
⑤
生
徒
の
学
び
方
の
軸
の
決
定
と
い
う

５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
（
Ｐ
．22
〜
23
参
照
）
で

進
め
ま
し
た
。
働
き
方
改
革
と
教
育
課
程
の

編
成
の
両
方
を
同
時
に
実
現
し
よ
う
と
す
る

と
、
時
間
的
な
余
裕
は
多
く
は
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
、
働
き
方
改
革
が
十
分
に
進

ん
で
い
な
い
学
校
に
と
っ
て
は
、
今
が
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

自
校
の
生
徒
に
合
っ
た
柔
軟
な
教
育
課
程
の

編
成
に
は
様
々
な
検
討
項
目
が
あ
る
た
め
、

教
師
に
は
余
白
が
絶
対
に
必
要
で
す
。

　
働
き
方
改
革
も
柔
軟
な
教
育
課
程
の
編
成

も
、
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
学
校
を
変

え
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
ど
の
教
師
に
も
こ
れ
ま
で
の
教
員
人
生

に
は
、
や
り
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
後

悔
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
し
か
し
、
や
り
遂
げ
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
、
後
悔
し
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
、
教

師
の
願
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
私
は
思

う
の
で
す
。
教
育
課
程
の
柔
軟
化
は
、
そ
う

し
た
教
師
の
願
い
を
実
現
す
る
１
つ
の
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

重点戦略1  学校業務の適正化
①ＩＣＴを活用した業務改善
学籍・出欠・成績・時数を一元管理し、デジタル採点ソフト
などを活用する。

②電話以外の家庭との連絡ツールの設定
出欠連絡や面談などの日程調整はシステムを活用する。

③勤務時間外の留守番電話の設定
17時に留守番電話を設定する。

④部活動の時間削減と休養日の徹底
高校では原則として週あたり1日以上の休養日を設定する。

重点戦略２  業務体制の再編
⑤中学校学年担任制の導入
生徒の成長をチームとして見守り、課題には学年団全体で
取り組む体制を整える。

⑥分掌や委員会組織の再編
業務の偏りを平準化できる組織を構築する。

⑦会議の精査と精選
職員会議運営ルールを策定し、スリム化を徹底する。

⑧全員出勤日を週2日とした際の業務再編
シフト制導入（⑬）に伴い、全員出勤日を週2日とし、会議や
学校行事をその日に設定するように年間計画を策定する。

重点戦略３  働きやすい環境の整備
⑨家庭と仕事の両立支援
子育てや介護等を抱える世代の増加を見込み、本校の法人
事務局の支援も受けながら検討を開始する。

⑩副業の容認
法人事務局の承認を得た上で、本業に還元されるべき業態
の副業を認め、教師としてのキャリアアップにつなげる。

⑪職員室レイアウトの改善
ペーパーレス化、個人の作業・収納スペースの確保、共有
スペースを活用したコミュニケーションの活性化を図る。

⑫勤怠システムの導入
働き方を可視化し、管理職が管理する責務を明確にすると
ともに、教師自身も働き方をコントロールする。

重点戦略４  勤務時間の適正化
⑬完全週休2日制を整えるためのシフト制導入
全員が平日に1日、所定休日を確保できるシフト制を導入する。

⑭1日あたりの労働時間の適正化
定時で退勤する教職員の割合を増加させ、1か月45時間、
1年360時間の時間外労働の上限を超えない働き方を徹底
する。

横浜創英中学・高校「働き方改革プラン」
４つの重点戦略と14の具体的な項目図6

※本間先生提供資料を基に編集部で作成。

教
師
の
願
い
を
実
現
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス

次
ペ
ー
ジ
か
ら
４
校
の
事
例
を
紹
介

　教
育
目
標
を
実
現
し
た
り
、
多
様
な
生
徒
の

興
味
・
関
心
に
応
え
た
り
す
る
た
め
に
、
現
行

の
学
習
指
導
要
領
や
制
度
の
下
で
、
ど
の
よ
う

な
教
育
課
程
の
工
夫
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
今
後
、
各
校
に
お
い
て
教
育
課

程
の
柔
軟
化
を
進
め
る
上
で
の
ヒ
ン

ト
を
事
例
か
ら
見
い
だ
し
た
い
。

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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群
馬
県
立
沼
田
高
校
は
２
０
２
５
年
度
、

旧
沼
田
高
校
と
沼
田
女
子
高
校
が
統
合
し
て

開
校
し
た
。両
校
の
統
合
は
21
年
度
末
に
決

定
し
、
直
ち
に
両
校
の
教
師
と
群
馬
県
教
育

委
員
会（
以
下
、県
教
委
）か
ら
成
る
準
備
委

員
会
が
組
織
さ
れ
、新
高
校
の
基
本
構
想
の

検
討
が
始
ま
っ
た
。
本
多
勝ま

さ
る

校
長
は
、両
校

の
伝
統
を
土
台
に
、新
高
校
と
し
て
い
か
に

発
展
さ
せ
る
か
を
大
切
に
し
た
と
語
る
。

　「
両
校
は
長
年
、地
域
の
生
徒
の
進
路
実
現

を
支
え
、地
域
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
き

ま
し
た
。新
高
校
は
そ
の
使
命
を
継
承
し
つ

つ
、県
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る『
自
律
し
た

学
習
者
の
育
成
』な
ど
に
向
け
て
、主
体
性
や

　
選
択
科
目
は
43
科
目
と
し
、
う
ち
専
門
科

目
を
４
科
目
、
学
校
設
定
科
目
を
25
科
目
設

定
し
た
（
図
２
）。
同
校
に
は
発
展
的
な
学

習
に
取
り
組
む
「
文
理
探
究
コ
ー
ス
」
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の
科
目
以
外
は
、

す
べ
て
の
コ
ー
ス
で
選
択
が
可
能
だ
。

　「
選
択
科
目
は
多
彩
で
、難
関
国
公
立
大

学
や
医
学
部
の
入
試
に
対
応
す
る
科
目
を
始

め
、
芸
術
・
家
庭
・
体
育
に
関
す
る
発
展
的

な
科
目
や
、
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を

見
据
え
て『
情
報
Ⅱ
』も
設
定
し
ま
し
た
。科

探
究
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
視
な
ど
を
掲
げ

た
学
校
運
営
方
針
を
策
定
し
ま
し
た（
図
１
）。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
土
台
に
先
進
的
な
方
策

を
取
り
入
れ
、
よ
り
魅
力
的
な
学
校
を
つ
く

る
こ
と
を
委
員
会
内
で
確
認
し
ま
し
た
」

　
地
域
の
中
核
校
と
し
て
旧
沼
田
高
校
に
設

置
さ
れ
て
い
た
定
時
制
は
継
続
と
し
、
全
日

制
に
つ
い
て
は
、
阿あ

ざ

み
左
見
充み

つ
よ
し良
教
頭
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
希
望
す
る
進
路

は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。
本
校
の
全
日

制
は
進
学
重
視
型
の
単
位
制
に
よ
っ
て
多
彩

な
科
目
を
設
定
し
、
生
徒
は
希
望
進
路
に
応

じ
た
科
目
を
選
択
で
き
、
発
展
的
・
応
用
的

な
学
習
に
取
り
組
め
ま
す
。
１
年
次
か
ら
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、
き
め
細
か
な
面
談

な
ど
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
に

寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
た
」

教育目標、学校運営方針、育成する生徒像（抜粋）図１

教育目標
高く理想を掲げ、主体的に真理を探究する精神を養い、多様な視点を
持って新たな時代を切り拓いていくための資質・能力を育成する。

学校運営方針（抜粋）
（１）「自律した学習者」の育成を目指した主体的・対話的な学びの実現
（２）メディアラーニングセンターを活用した探究活動の充実
（３）単位制の柔軟性を活かしたキャリア教育の充実

育成する生徒像（抜粋）
グラデュエーション・ポリシー　•主体的に生きる力　•知識・技能を
活用する力　•社会を牽

けんいん
引する力

※学校資料を基に編集部で作成。

「
目
の
前
の
生
徒
に
必
要
な
学
び
」

と
い
う
視
点
か
ら
科
目
を
設
定

多
彩
な
選
択
科
目
や「
マ
イ
タ
イ
ム
」の
導
入
で
、

自
律
的
な
学
び
と
多
様
な
進
路
実
現
を
支
え
る

群
馬
県
立
沼
田
高
校

地
域
の
中
核
を
担
う
２
校
が
統
合
し
て
開
校
し
た
群
馬
県
立
沼
田
高
校
は
、生
徒
の
多
様
な
進
路
実
現
を
支
え
る
べ
く
、「
進
学
重
視
型
単
位
制
」

を
導
入
し
た
。
難
関
国
公
立
大
学
の
入
試
に
対
応
し
た
科
目
や
、
県
内
初
の
「
教
育
」
を
探
究
す
る
科
目
な
ど
、
多
彩
な
選
択
科
目
を
設
定
。
卒

業
ま
で
の
履
修
単
位
数
を
弾
力
化
し
、
科
目
を
選
択
し
な
い
「
マ
イ
タ
イ
ム
」
を
選
べ
る
な
ど
、
生
徒
が
自
律
的
に
学
ぶ
環
境
を
整
え
て
い
る
。

教
育
課
程

　編
成
の
背
景・
特
徴

地
域
の
生
徒
の
進
路
実
現
に
向
け
、

進
学
重
視
型
単
位
制
に

学年による教育課程の区分：なし（進学重視型単位制）
学科・コース：普通科（普通コース、文理探究コース）
卒業までの履修単位数：77〜95単位
各年次の履修単位数：１・２年次各32単位、３年次最大31単位
選択科目数：43科目（うち専門科目４科目、学校設定科目25科目）
各年次の選択可能な選択科目数：［普通コース］１年次１科目（２単位）、
２年次４科目（９単位）、３年次最大８科目（最大18単位）　［文理探
究コース］１・３年次は普通コースと同じ、２年次は３科目（７単位）

指定校等：2024年度〜DXハイスクール採択校（旧沼田高校と沼田
女子高校の採択を継続）

事
例
1

教育課程　概要
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目
選
択
の
柔
軟
性
を
高
め
る
と
と
も
に
異
学

年
が
一
緒
に
学
ぶ
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
２
年

次
ま
た
は
３
年
次
で
選
択
で
き
る
科
目
も
設

定
し
ま
し
た
」（
教
務
主
任・西
山
茂
樹
先
生
）

　
設
定
す
る
選
択
科
目
は
23
〜
24
年
度
に
検

討
し
た
。
ま
ず
は
両
校
の
各
教
科
会
議
で
考

え
た
、
設
定
し
た
い
科
目
案
を
合
同
教
科
会

で
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
各
校
に
持
ち
帰
っ

て
議
論
。
再
び
合
同
教
科
会
で
検
討
す
る
と

い
う
工
程
を
繰
り
返
し
、
24
年
10
月
に
確
定

し
た
。
合
同
教
科
会
に
は
県
教
委
も
毎
回
参

加
し
、
教
師
の
配
置
な
ど
を
相
談
し
な
が
ら

議
論
を
進
め
た
。
企
画
部
長
の
原
澤
亮
太
先

生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
県
教
委
か
ら
は『
ひ
と
ま
ず
教
師
の
配
置

は
気
に
せ
ず
、
設
定
し
た
い
科
目
を
出
し
ま

し
ょ
う
』と
話
が
あ
り
、選
択
科
目
数
の
上
限

は
決
め
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、目
の
前

の
生
徒
に
は
ど
ん
な
学
び
が
必
要
か
と
い
う

視
点
か
ら
、ま
ず
は
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
」

　
例
え
ば
英
語
科
は
、
医
学
部
志
望
者
を
想

定
し
た
「
科
学
英
語
」
を
設
定
。
学
校
運
営

方
針
で
あ
る
探
究
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実
の
視
点
か
ら
学
校
設
定
教
科
「
探
究
」

を
設
け
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
の

探
究
学
習
を
さ
ら
に
深
め
る
科
目
「
マ
イ
探

究
」
と
、
教
育
を
テ
ー
マ
に
探
究
す
る
科
目

「
教
職
基
礎
」
を
設
定
し
た
。

　「『
教
職
基
礎
』
は
、
毎
年
度
一
定
数
い
る

教
職
志
望
の
生
徒
を
地
域
の
学
校
教
育
の
未

来
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
教

師
に
よ
る
発
案
を
基
に
設
定
し
ま
し
た
。
県

内
で
初
め
て
設
定
さ
れ
る
科
目
で
す
が
、
地

元
の
大
学
や
教
育
機
関
と
連
携
し
た
講
義
・

演
習
や
、
地
域
の
小
・
中
学
校
、
特
別
支
援

学
校
と
連
携
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど

を
行
う
予
定
で
す
」（
阿
左
見
教
頭
）

　
ま
た
、「
自
律
し
た
学
習
者
の
育
成
」に
向

け
て
、
各
年
次
の
履
修
単
位
数
や
各
年
次
に

配
置
す
る
科
目
を
工
夫
し
た
。１
年
次
は
必

履
修
科
目
の
大
半
を
配
置
し
て
32
単
位
と

し
、２・３
年
次
の
科
目
選
択
の
自
由
度
を
高

め
た
。
卒
業
ま
で
の
履
修
単
位
数
も
弾
力
化
。

３
年
次
は
科
目
を
選
択
せ
ず
に
自
分
の
学
習

を
調
整
す
る「
マ
イ
タ
イ
ム
」を
選
べ
る
よ

う
に
し
、
履
修
単
位
数
を
最
大
31
単
位
と
し

た
。
さ
ら
に
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」を

前
期
に
２
コ
マ
連
続
で
配
置
し
て
単
位
修
得

を
完
了
さ
せ
、後
期
は
そ
の
２
コ
マ
を
生
徒

の
自
己
裁
量
の
時
間
と
し
た
（
Ｐ
．12
図
３
）。

　「
24
年
度
に
沼
田
女
子
高
校
で
、
試
験
的

に
学
年
単
位
で
授
業
を
休
講
に
し
、
生
徒
の

自
己
裁
量
と
す
る
時
間
を
数
回
設
け
た
と
こ

ろ
、
生
徒
は
自
分
で
考
え
て
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
趣
旨
を
し
っ
か
り
と
伝
え

れ
ば
、
生
徒
は
自
己
調
整
し
て
学
べ
る
の
だ

と
、『
マ
イ
タ
イ
ム
』
を
導
入
す
る
意
義
を

実
感
し
ま
し
た
」（
原
澤
先
生
）

　
単
位
制
の
教
育
課
程
で
は
、将
来
を
見
据

＊　旧沼田高校と沼田女子高校の卒業生。

１
学
年
主
任

岡
田
真
輔 

お
か
だ
・
し
ん
す
け

英
語
科
。

教
務
主
任

西
山
茂
樹 

に
し
や
ま
・
し
げ
き

数
学
科
。

企
画
部
長

原
澤
亮
太 

は
ら
さ
わ
・
り
ょ
う
た

地
理
歴
史
・
公
民
科
（
地
理
）。

教
頭阿左

見
充
良 

あ
ざ
み
・
み
つ
よ
し

校
長本多

　勝 

ほ
ん
だ
・
ま
さ
る

選択科目図２

教科 科目

各学科に
共通する
各教科・
科目

国語
文学国語、国語セミナー■、古典
講読■

地理
歴史

地理探究、日本史探究、世界史探
究、地理詳論Ａ・Ｂ★、日本史詳
論Ａ・Ｂ★、世界史詳論Ａ・Ｂ★

公民 政治・経済

数学
数学Ⅲ、数学Ｂ◉、数学Ｃ、理系
数学特講■、文系数学特講■、
数学セミナーⅠ・Ⅱ■

理科

物理、化学、生物、医療化学◆、
物理基礎セミナー■、化学基礎セ
ミナー■、生物基礎セミナー■、
科学論文★

芸術
音楽Ⅱ▲、美術Ⅱ▲、音楽セミナー
■、美術セミナー■

外国語
時事英語■▲、スピーキングイン
グリッシュ■▲、応用エッセイライ
ティング■、科学英語■

情報 情報Ⅱ▲
主として専門
学科において
開設される
各教科・科目

家庭 保育基礎▲、フードデザイン▲

体育 スポーツ総合演習◉

英語 総合英語Ⅰ◉

学校設定教科 探究 マイ探究■、教職基礎■▲

◉：普通コースのみ（数学Ｂは文理探究コースでは必修）、■：学校
設定科目、◆：学校設定科目（普通コースのみ）、★：学校設定科目
（文理探究コースのみ）、▲：２年次または３年次で選択できる科目

※学校資料を基に編集部で作成。

※
同
校
は
統
合
１
年
目
で
あ
る
た
め
、
全
教
師
が
赴
任
１
年
目
。

設
立
　
２
０
２
５
（
令
和
７
）年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
（
＊
）
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
国

公
立
大
は
、
筑
波
大
、
群
馬
大
、
埼
玉
大
、
東
京
学
芸
大
、

新
潟
大
、
金
沢
大
、
群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
、
群
馬

県
立
女
子
大
な
ど
に
55
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明

治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
４
９
人
が
合

格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
41
人
。
就
職
12
人
。

学
校
概
要

教
育
課
程
　運
用
の
工
夫

３
年
次
の
科
目
選
択
を
見
通
し
、

１
年
次
か
ら
将
来
を
考
え
る

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？

特集
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え
た
科
目
選
択
が
よ
り
重
要
に
な
る
た
め
、

１
年
次
か
ら
大
学
・
企
業
見
学
等
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。１
年
次
９
月

に
は
、２
年
次
の
科
目
選
択
に
向
け
た
説
明

会
を
開
き
、選
択
科
目
の
一
覧
や
注
意
事
項
を

ま
と
め
た
履
修
計
画
書
を
配
布
。
担
任
は
面

談
を
重
ね
、
丁
寧
に
生
徒
を
支
援
し
て
い
る

と
、１
学
年
主
任
の
岡
田
真
輔
先
生
は
語
る
。

　「
１
年
次
に
決
め
る
の
は
２
年
次
の
選
択

科
目
の
み
で
す
が
、
３
年
次
の
選
択
科
目
を

見
通
し
て
履
修
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
指
導

し
、
探
究
学
習
で
も
『
３
年
間
で
マ
イ
・
ス

ト
ー
リ
ー
を
語
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
』
と
何

度
も
伝
え
て
い
ま
す
。
大
学
で
学
び
た
い
こ

と
や
そ
の
後
の
活
躍
の
仕
方
な
ど
、
ど
の
生

徒
も
将
来
を
よ
り
主
体
的
・
具
体
的
に
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
目
指
す
職
種
で
働
く
社
会

人
の
助
言
を
受
け
て
専
門
学
校
志
望
か
ら
大

学
志
望
に
変
更
し
た
生
徒
も
い
ま
す
」

　
１
学
年
団
は
、
希
望
進
路
や
選
択
予
定
の

科
目
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
調
査
し
、

１
年
生
全
員
の
回
答
を
一
覧
化
し
て
教
師
間

で
共
有
。
気
に
な
っ
た
点
を
伝
え
合
う
。

　「
教
師
が
１
人
で
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い

こ
と
や
、
内
容
に
応
じ
て
最
適
な
教
師
を
頼

る
よ
う
に
生
徒
を
指
導
す
る
こ
と
な
ど
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。
学
校
全
体
で
支
援
・
指
導

に
あ
た
る
こ
と
は
、
個
々
の
教
師
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
り
、
生
徒
に
と
っ
て
は
多
様
な

教
師
と
の
対
話
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
る
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
岡
田
先
生
）

　
な
お
、
現
１
年
生
に
お
い
て
は
、「
マ
イ
探

究
」は
26
人
、「
教
職
基
礎
」は
28
人
が
履
修

を
希
望
し
、３
年
次
で「
マ
イ
タ
イ
ム
」
を
設

け
た
い
と
考
え
て
い
る
生
徒
も
複
数
い
る
。

　
生
徒
が
科
目
選
択
を
通
じ
て
「
自
分
は
何

に
興
味
が
あ
る
の
か
」「
ど
ん
な
こ
と
を
学

び
た
い
の
か
」
を
突
き
詰
め
て
考
え
る
こ
と

は
、
各
教
科
・
科
目
の
授
業
に
お
い
て
、「
も

っ
と
知
り
た
い
」「
関
連
す
る
こ
と
は
何
か
」

な
ど
と
、
学
び
が
自
分
事
化
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
教
師
も
、
生
徒
の
将
来
を

見
据
え
た
支
援
・
指
導
を
よ
り
強
く
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「
面
談
で
は
『
何
に
な
り
た
い
の
か
』『
何

を
学
び
た
い
の
か
』
と
生
徒
に
問
う
こ
と
や
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
た
対
話
が
増
え
ま
し

た
。
生
徒
の
未
来
か
ら
逆
算
し
、
教
科
横
断

的
な
視
点
で
年
次
ご
と
の
学
習
内
容
を
構
築

す
る
過
程
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
そ
の
も
の
で
す
。
履
修
指
導
を
通
じ
た

支
援
は
、
教
師
全
員
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
主
体
的
に
推
進
す
る
体
制
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
西
山
先
生
）

　
高
校
卒
業
後
も
高
度
な
研
究
な
ど
を
継
続

し
た
い
生
徒
を
対
象
と
し
た
発
展
的
・
応
用

的
な
学
習
を
行
え
る
学
校
設
定
科
目
を
組
み

込
ん
だ
こ
と
で
、
各
科
目
の
内
容
を
深
く
追

究
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。
同
時
に
、
会
議

を
精
選
し
て
協
議
方
法
も
工
夫
す
る
な
ど
、

教
師
の
負
担
軽
減
も
図
っ
て
い
る
。「
何
か

あ
れ
ば
話
し
合
う
」
と
い
う
連
携
体
制
の
中

で
、
ま
ず
は
新
し
い
教
育
課
程
を
一
巡
さ
せ

て
基
盤
を
整
え
、
生
徒
の
履
修
状
況
や
ニ
ー

ズ
な
ど
か
ら
改
善
を
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

　「
25
年
度
の
高
校
入
試
で
は
本
校
を
選
ぶ

地
域
の
生
徒
が
増
え
て
文
理
探
究
コ
ー
ス
は

県
内
で
最
も
高
倍
率
と
な
り
、
本
校
へ
の
期

待
を
感
じ
て
い
ま
す
。
開
校
時
の
改
築
で
は

『
学
校
全
体
を
探
究
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
』
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
ラ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
始
め
と
す
る
、
探
究

や
対
話
が
し
や
す
い
ス
ペ
ー
ス
を
校
内
の
各

所
に
設
け
る
な
ど
、柔
軟
な
教
育
課
程
に
よ
っ

て
生
徒
が
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
学
び
を
深
め

る
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。
教
師
と
生
徒
が

と
も
に
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
魅

力
的
な
学
校
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
挑
戦

を
続
け
て
い
き
ま
す
」（
本
多
校
長
）

３年次前期　文系生徒の時間割（例）図３

月 火 水 木 金 カセット

１ 論理国語 体育 英語コミュニ
ケーションⅢ 文学国語 日本史探究 古典探究

２ マイタイム 日本史探究 政治・経済 数学Ｃ 文学国語 英語コミュニ
ケーションⅢ

３ 政治・経済 数学Ｃ マイタイム 化学基礎
セミナー＊ 政治・経済 論理・表現

Ⅲ

４ 日本史探究 化学基礎
セミナー＊

論理・表現
Ⅲ 論理国語 体育

５ 古典探究 政治・経済 教職基礎＊ 日本史探究 総合的な
探究の時間

６ 英語コミュニ
ケーションⅢ ＬＨＲ 教職基礎＊ 英語コミュニ

ケーションⅢ
総合的な
探究の時間

３年次は、科目を選択せずに自分の学習を調整する時間とする「マイタイム」
の選択が可能。探究学習や受験勉強のほか、面談や小論文・面接指導などでの
活用を想定している。「マイタイム」の活動計画・報告は、担任に提出させる予定だ。

学校設定科目「教職基礎」は、５・６時間目と２コマ連続で配置することで、小・
中学校を訪れての活動や、放課後の活動に取り組みやすくした。科目設定にあ
たっては、他県の先進校を視察した。

３年次は履修単位数を最大31単位とし、「総合的な探究の時間」は、前期の金
曜５・６時間目に配置。後期のその時間は科目を配置せずに放課後とし、年内
入試の準備などに充てられるようにした。生徒は下校も可能。

１コマの授業時間を55分間、１日６コマとした。カセットの３コマ分を定期的
に特定の曜日のコマと入れ替えて、「１単位＝35単位時間」の授業時間を確保
している。

※学校資料を基に編集部で作成。

■■：選択科目　＊：学校設定科目
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成
果
と
課
題

地
域
の
生
徒
の
た
め
に
、よ
り
柔
軟
に

教
育
課
程
を
考
え
て
い
く
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滋
賀
県
立
彦
根
東
高
校
は
、
２
０
０
４
年

度
か
ら
４
期
18
年
連
続
で
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）の
指
定
を
受

け
、
科
学
技
術
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

き
た
。
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
第
５
期
の

指
定
に
向
け
た
事
業
構
想
を
練
る
中
で
、
文

理
の
枠
を
超
え
た
総
合
的
な
学
力
や
探
究
力

の
育
成
が
必
要
だ
と
考
え
、「
文
理
融
合
の

学
び
」
に
舵
を
切
り
、
22
年
度
か
ら
ワ
ー
ル

ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｗ
Ｗ
Ｌ
）
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支
援
事
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
拠
点
校
の
指
定
を
受
け
た
。
長
年
Ｓ

Ｓ
Ｈ
を
担
当
し
て
き
た
Ｇ
Ｓ
Ｉ
（
＊
１
）
推

進
室
長
の
濵は

ま
か
わ川
徳の

り
ゆ
き行
先
生
は
、
そ
の
経
緯
を

し
た
教
育
課
程
を
継
承
し
て
発
展
さ
せ
る
た

め
、
25
年
度
か
ら
は
教
育
課
程
特
例
校
の
指

定
を
受
け
て
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
現

在
の
教
育
課
程
は
主
に
次
の
特
徴
が
あ
る
。

◎
科
目
を
融
合
・
再
編
し
た
Ｇ
Ｓ
科
目

　
ま
ず
、「
人
文
・
社
会
科
学
系
」「
自
然
科

学
系
」「
総
合
・
学
際
系
」
の
３
つ
の
学
問

分
野
を
設
定
し
た
上
で
、
教
科
の
系
統
を
整

理
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
開
発
し
た
学
校
設
定
科

目
は
、「
Ｇ
Ｓ
数
学
Ⅰ
」
な
ど
と
、
科
目
名

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
第
３
期
後
半
か
ら
海
外
機
関
と

の
連
携
を
強
化
す
る
中
で
、
文
理
の
枠
を
超

え
て
生
徒
自
身
の
関
心
に
沿
っ
て
学
ぶ
海
外

の
教
育
現
場
を
目
の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。

現
代
の
複
雑
な
諸
課
題
に
取
り
組
む
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
、
本
校
も
文
理
融
合
の
学

び
を
推
進
す
る
と
い
う
方
針
に
校
内
の
意
見

が
一
致
し
、
そ
の
方
針
に
よ
り
合
致
す
る
Ｗ

Ｗ
Ｌ
に
申
請
し
ま
し
た
」

　
Ｗ
Ｗ
Ｌ
の
指
定
を
受
け
る
と
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
で

開
発
し
た
教
育
課
程
を
、ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ

シ
ー
の
「
自
立
・
協
働
・
創
造
」（
図
１
）

を
具
現
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
指
す
文
理
融
合
の
枠
組
み
に
再
編
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
Ｓ
Ｓ
コ
ー
ス
を
発
展
さ
せ

た
Ｇ
Ｓ（
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
）コ
ー

ス
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｗ
Ｌ
で
開
発

＊１　Global Science for Innovationの略。

育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー）図１

【自立】幅広く深い教養や探究心を身につけ、自ら主体的に行動し、人生を切り拓く力を育成します
【協働】心豊かでグローバルな視点を持ち、多様な人 と々ともに持続可能な社会を実現する

力を育成します
【創造】自らの資質・能力を伸ばす挑戦を惜しまず、新しく価値のあるものを創る力を育成します

彦根東高校で身につける「6つの力」
教養力　飽くなき知的好奇心を持ち、幅広く深い知識を身につける力
探究力　情報を読み解き、論理的思考に基づいて主体的・科学的に探究する力
協働力　高いコミュニケーション力を生かし、連携する力
リーダーシップ力　多様な価値観を認め、全体を俯瞰し、何事にも主体的に行動する力
チャレンジ力　課題を発見し、解決するため、挑戦することを惜しまない力
イノベーション力　既成概念にとらわれず、新たな価値を創造する力

※学校資料を基に編集部で作成。

教
育
課
程

　編
成
の
背
景・
特
徴

文
理
融
合
の
探
究
学
習
を
、

単
位
数
を
増
や
し
て
拡
充

学年による教育課程の区分：あり（学年制）

学科・コース：普通科、普通科GS（グローバル・サイエンス）コース

卒業までの履修単位数：普通科96単位、普通科GSコース98単位

各年次の履修単位数：普通科１〜３年次各32単位、普通科GSコー
ス１年次32単位、２・３年次各33単位

特徴ある科目：学校設定科目29科目

指定校等：2004〜21年度スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
指定校、22〜24年度ワールド・ワイド・ラーニング（WWL）コン
ソーシアム構築支援事業カリキュラム開発拠点校、24年度〜DXハ
イスクール採択校、25年度〜教育課程特例校

教育課程　概要 グ
ロ
ー
バル
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、科
目
の
融
合
・

再
編
や
先
取
り
学
習
、探
究
学
習
の
拡
充
を
実
現

滋
賀
県
立
彦
根
東
高
校

文
部
科
学
省
の
指
定
事
業
を
通
じ
て
、
科
学
技
術
人
材
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
資
す
る
教
育
課
程
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
滋
賀
県

立
彦
根
東
高
校
。
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
教
育
課
程
特
例
校
の
指
定
を
受
け
、「
物
理
基
礎
」
と
「
物
理
」
を
融
合
し
た
学
校
設
定
科
目
の
設
置
や
、

「
公
共
」「
保
健
」
等
の
科
目
の
単
位
調
整
を
伴
う
探
究
学
習
の
単
位
数
の
拡
充
な
ど
、
独
自
に
開
発
し
た
教
育
課
程
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
る
。

事
例
2

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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　「『
家
庭
基
礎
』に
は『
持
続
可
能
な
消
費
生

活
・
環
境
』、『
保
健
』に
は『
健
康
を
支
え
る

環
境
づ
く
り
』と
い
っ
た
社
会
課
題
を
取
り

上
げ
る
単
元
が
あ
り
ま
す
。
１
年
次
の
『
Ａ

Ｒ
』で
取
り
組
む
ミ
ニ
課
題
研
究
に
そ
れ
ら

の
内
容
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
４
科
目
の
学

習
内
容
の
一
部
を『
Ａ
Ｒ
』や『Integrate

』

に
含
め
る
た
め
、
各
科
目
の
単
位
数
を
１
単

位
ず
つ
減
ら
し
ま
し
た
」（
濵
川
先
生
）

　
単
位
数
を
減
ら
し
た
４
科
目
は
、各
科
目

特
有
の
内
容
の
学
習
を
優
先
す
る
な
ど
、授

業
で
扱
う
内
容
を
精
選
し
て
年
間
指
導
計
画

を
立
て
て
い
る
。
中
野
先
生
は
、
担
当
す
る

「
公
共
」の
指
導
に
つ
い
て
こ
う
説
明
す
る
。

　「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
単

元
は『
Ａ
Ｒ
』で
扱
い
、青
年
期
の
自
己
形
成

や
倫
理
、法
律
な
ど
の
単
元
は『
公
共
』
で

扱
う
な
ど
、
学
習
内
容
を
精
選
し
て
『
公
共
』

の
年
間
指
導
計
画
を
立
て
ま
し
た
」

　
１
年
次
の「
Ａ
Ｒ
」は
、普
通
科
Ｇ
Ｓ
コ
ー

ス
の
運
営
を
担
う
Ｇ
Ｓ
Ｉ
推
進
室
と
１
年
次

の
学
年
団
が
担
当
。
２・３
年
次
は
、生
徒
が

設
定
す
る
探
究
学
習
の
課
題
が
自
然
科
学
や

社
会
科
学
、学
際
領
域
と
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
に
合
わ
せ
、
地
理
歴
史
・
公
民
や
数
学
、

に
「
Ｇ
Ｓ
」
を
つ
け
て
教
育
課
程
の
特
例
を

継
続
し
、
教
科
・
科
目
を
融
合
し
た
内
容
や

発
展
的
な
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
る（
図
２
）。

代
表
例
が「
物
理
基
礎
」と「
物
理
」を
融
合

し
て
再
編
し
た「
Ｇ
Ｓ
物
理
Ⅰ
・
Ⅱ
」
だ
。

　「
例
え
ば
、
落
下
運
動
の
単
元
に
お
い
て
、

『
物
理
基
礎
』で
は
鉛
直
投
射（
一
次
元
）を
、

『
物
理
』
で
は
斜
方
投
射
と
水
平
投
射
（
二

次
元
）
を
扱
い
ま
す
が
、
一
次
元
と
二
次
元

の
概
念
を
ま
と
め
て
学
習
す
る
方
が
生
徒
の

理
解
が
深
ま
り
ま
す
。『
物
理
基
礎
』
と
『
物

理
』
を
系
統
立
て
た
学
習
を
通
じ
て
基
礎
的

な
内
容
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
発
展

的
な
内
容
を
取
り
扱
い
、
⾼
⼤
連
携
に
つ
な

が
る
応
⽤
⼒
を
培
っ
て
い
ま
す
」（
濵
川
先
生
）

　「
数
学
Ⅰ
」に「
数
学
Ⅱ
」の
学
習
内
容
の

一
部
を
組
み
込
ん
だ「
Ｇ
Ｓ
数
学
Ⅰ
」な
ど
、

先
取
り
学
習
が
で
き
る
科
目
も
設
定
し
た
。

「
本
校
は
難
関
⼤
学
志
望
者
も
多
い
た
め
、進

度
を
速
め
て
応
⽤
的
な
内
容
を
取
り
扱
う
時

間
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
再
編
し
た
科
目
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」と
、教
務
課
長
の
中

野
太た

い

史し

先
生
は
そ
の
ね
ら
い
を
説
明
す
る
。

◎
普
通
科
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
の
探
究
学
習
を
拡
充

　
文
理
の
枠
を
超
え
た
総
合
的
な
探
究
⼒
の

育
成
を
図
る
普
通
科
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
は
、
探
究

学
習
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
主
に
探
究
学
習

に
取
り
組
む「Advanced Research

（
Ａ

Ｒ
）」
と
、
主
に
⼤
学
・
企
業
と
連
携
し
た

活
動
に
充
て
る
「Integrate

」
を
学
校
設

定
科
目
と
し
て
設
け
た
。
週
時
程
内
で
行
う

「
Ａ
Ｒ
」
は
１
年
次
に
２
単
位
、
２
年
次
に

３
単
位
、
３
年
次
に
１
単
位
と
、
１・
２
年

次
の
単
位
数
を
多
く
設
定
。
週
時
程
外
で
行

う「Integrate

」は
各
学
年
１
単
位
と
し
た
。

そ
の
２
科
目
の
単
位
数
は
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
の
ほ
か
、「
公
共
」「
家
庭
基
礎
」「
情

報
Ⅰ
」「
保
健
」
か
ら
各
１
単
位
を
充
て
た
。

2025年度入学生　学校設定科目図２

学問分野 教科 科目

人文・
社会科学

系

国語 GS国語探究★

地理歴史 GS日本史★、GS世界史★

公民 GS Civics★

外国語 GS論理・表現Ⅰ〜Ⅲ

自然科学
系

数学
数学総合、GS数学Ⅰ〜Ⅲ（Ⅲのみ
★）、GS数学Ａ・Ｂ

理科
化学研究★、生物研究★、
地学研究★、GS物理Ⅰ・Ⅱ★、
GS化学★、GS生物★、GS地学★

総合・
学際系

GS
（Global 
Science）

GS情報、
Advanced ResearchⅠ〜Ⅲ◉、
IntegrateⅠ〜Ⅲ◉

GS Research▲

★：選択科目、◉：普通科GSコースのみ、▲：普通科のみ

注１）学校設定科目の選択科目は普通科GSコースに限らず、普
通科の生徒も履修できる。選択希望者が少ない科目は普通科と
普通科ＧＳコースが合同で開講する場合もある。

注２）学校設定科目のうち、教育課程の特例を用いて代替してい
る科目は次の通り。
文学国語・古典探究→GS国語探究、論理・表現Ⅰ〜Ⅲ→GS論理・
表現Ⅰ〜Ⅲ、数学Ⅰ・Ⅱ→GS数学Ⅰ、数学Ⅱ・Ⅲ→GS数学Ⅱ、
数学Ⅲ→GS数学Ⅲ、数学Ａ→GS数学Ａ、数学Ｂ・C→GS数学Ｂ、
物理基礎・物理→GS物理Ⅰ、物理→GS物理Ⅱ、化学→GS化学、
生物→GS生物、地学→GS地学、情報Ⅰ→GS情報、公共・家庭
基礎の各１単位→Advanced ResearchⅠ・IntegrateⅠ、情報Ⅰ・
保健の各１単位→Advanced ResearchⅡ
注３）Advanced ResearchⅠ〜Ⅲは「総合的な探究の時間」を含
む。GS Researchは「総合的な探究の時間」。

※学校資料を基に編集部で作成。

教
育
課
程

　運
用
の
工
夫

密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

２
年
次
の
探
究
学
習
は
３
コ
マ
連
続
に

設
立
　
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
金
沢

大
、
滋
賀
医
科
大
、
滋
賀
大
、
京
都
工
芸
繊
維
大
、
京
都

大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
広
島
大
、
滋
賀
県
立
大
な
ど
に

１
８
１
人
が
合
格
。私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、早
稲
田
大
、

京
都
薬
科
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西

学
院
大
な
ど
に
延
べ
６
２
８
人
が
合
格
。

学
校
概
要

教
務
課
Ｇ
Ｓ
Ｉ
推
進
室
長

濵
川
徳
行 

は
ま
か
わ
・
の
り
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
27
年
目
。

理
科
（
物
理
）。

教
務
課
長

中
野
太
史 

な
か
の
・
た
い
し

同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
、公
共
）。

教
頭松林

基
之 

ま
つ
ば
や
し
・
も
と
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

教
頭寺村

和
仁 

て
ら
む
ら
・
か
ず
ひ
と

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
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理
科
、情
報
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
教
師
が
担

当
し
、全
校
体
制
で
支
援
・
指
導
に
あ
た
る
。

　
生
徒
は
探
究
学
習
を
グ
ル
ー
プ
で
進
め
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
役
は
メ
ン
バ
ー
が
輪
番
で
務

め
る
。
リ
ー
ダ
ー
役
の
要
件
と
し
て
教
師
が

設
定
し
た
３
項
目
（
連
携
力
な
ど
）と
、リ
ー

ダ
ー
役
の
生
徒
が
設
定
す
る
１
項
目
を
評
価

の
観
点
に
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、

自
己
評
価
と
相
互
評
価
を
行
う
。
生
徒
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
両

方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

　「
２
年
次
の『
Ａ
Ｒ
』を
金
曜
日
の
５
〜
７

限
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
リ
ー
ダ

ー
役
を
複
数
回
経
験
で
き
る
仕
組
み
に
し
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
じ
っ
く
り
探
究
学
習
を

深
め
、
そ
の
過
程
で
生
徒
が
個
々
に
資
質
・

能
力
を
高
め
て
い
く
、
そ
う
し
た
密
度
の
濃

い
時
間
を
過
ご
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
て

い
ま
す
」（
中
野
先
生
）

　
さ
ら
に「
Ａ
Ｒ
」で
は
、
社
会
課
題
を
複

数
の
視
点
か
ら
多
角
的
に
捉
え
、
問
題
解
決

能
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、「
教
科
融
合

授
業
」
も
実
施
し
て
い
る
。
有
志
の
教
師
が

協
働
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
時
の
19
年
度
か
ら
年

１
回
の
ペ
ー
ス
で
授
業
を
行
っ
て
き
た
（
＊

２
）。「
感
染
症
」を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業（
図

３
）に「
保
健
」の
担
当
と
し
て
参
画
し
た
松

林
基も

と

之ゆ
き

教
頭
は
同
授
業
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

　「
授
業
で
は
、
集
団
免
疫
が
機
能
す
る
条

件
を
科
学
的
・
数
学
的
な
視
点
で
検
証
し
ま

し
た
。『
保
健
』
に
関
す
る
知
識
の
習
得
に
と

ど
ま
ら
ず
、
理
数
科
目
と
連
携
し
た
実
証
的

な
学
び
と
し
た
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
国
の
ワ
ク
チ
ン
政
策
の
背
景
を
、
生
徒
は

深
く
理
解
し
ま
し
た
。
教
師
が
生
徒
に
伝
え

た
い
こ
と
が
届
き
や
す
く
、
生
涯
に
お
け
る

健
康
維
持
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
寄
与
す

る
行
動
変
容
を
も
た
ら
す
授
業
設
計
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
同
校
は
教
育
課
程
を
毎
年
見
直
し
て
い

る
。26
年
度
入
学
生
の
教
育
課
程
で
は
、Ｄ

Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
採
択
に
伴
う
高
度
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
「G

S

情
報

Advance
」（「
情
報
Ⅱ
」の
代
替
）と
、「
公
共
」

の
演
習
を
中
心
に
行
う「G

S Public

」
を
、

３
年
次
の
学
校
設
定
科
目
に
新
設
予
定
だ
。

　
普
通
科
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
の
生
徒
が
取
り
組
む

＊２　同校が行った教科融合授業には、「プラスチックの過去・現在・未来」「半導体を知り、未来を拓く」などがある。指導案やプリントは他校が２次利用できるよう、
PLIJ STEAM Learning Community（＊３）のウェブサイトで公開。https://community.plij.or.jpにアクセスし、「彦根東」で検索。　＊３　東京大学生産技術研究所が、
STEAM教育を柱にした初等中等教育への支援を目的に、産業界や大学などのアカデミア、政府、地方公共団体・教育委員会、小・中学校、高校などが連携する組織
として設立。

探
究
学
習
の
課
題
は
多
様
化
し
、
理
系
の
生

徒
が
文
系
の
生
徒
の
研
究
に
刺
激
を
受
け
て

視
野
を
広
げ
た
り
、
文
系
の
生
徒
が
科
学
的

な
手
法
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
学
際

的
な
視
点
が
培
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
で
も
、
ル
ー
ブ
リ

ッ
ク
に
生
徒
が
設
定
し
た
４
つ
め
の
項
目
に

「
段
取
り
力
」「
根
回
し
す
る
力
」
が
挙
が
る

な
ど
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
課
題
は
、
教
師
が
異
動
し
て
も
教
育
の
質

を
維
持
す
る
組
織
づ
く
り
だ
。
年
度
初
め
に

全
校
で
学
校
の
教
育
方
針
を
確
認
し
、
各
教

科
で
引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
そ

れ
を
徹
底
す
る
。
ま
た
、
国
や
県
の
指
定
事

業
の
実
施
や
そ
れ
に
伴
う
教
員
配
置
な
ど
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
相
談
す
る
と
と
も

に
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
育
成
し
た

い
生
徒
像
の
実
現
に
向
け
て
教
育
活
動
を
工

夫
し
て
い
く
と
、
寺
村
和か

ず
ひ
と仁
教
頭
は
語
る
。

　「
本
校
は
育
成
し
た
い
生
徒
像
を
明
確
に

定
め
て
お
り
、そ
の
実
現
に
向
け
た
教
育
課

程
を
学
校
全
体
で
議
論
し
、挑
戦
と
改
善
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。教
育
課
程
の
特
例

が
あ
る
か
ら
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、達
成

し
た
い
目
標
が
あ
る
か
ら
取
り
組
む
の
で
あ

り
、教
育
課
程
は
あ
く
ま
で
目
標
達
成
の
た

め
の
手
段
の
１
つ
で
す
。今
後
も
学
校
の
教

育
方
針
を
教
師
間
で
共
有
し
、一
丸
と
な
っ

て
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
」

教科融合授業　指導案例　テーマ：感染症（抜粋）図３

単元目標　「感染症」について様々な視点から広く学び、理解を深める
関連教科　数学（確率、数列、対数）、理科（中和反応、中和滴定）、英語（海外資料
の読み取り）、保健体育（感染症とその予防）
指導計画（２コマ連続で実施）

時間 発問、学習活動 担当教師の支援など

導入
15分
（保健）

発問「今年の流行語大賞は？」→
グループ討議→発表

今年の流行語の半数以上がコロナ禍に
関連したものであることに気づかせる

発問「新型コロナウイルス感染症
以外に知っているものを挙げてみ
よう」→グループ討議→発表

感染症の定義、種類、感染症カレンダー
について説明。「感染症はどのように広
がるのか」といったことを問いかける

展開Ⅰ
40分
（化学、
数学、
保健）

発問「感染症の広がりを、化学の
手法を用いてモデル実験できない
だろうか」→モデル実験１の実施
発問「実験の結果、ほとんどの人
が感染するのはなぜか。数学の視
点で説明せよ」

展開Ⅱ
30分

発問「世界ではどのように感染症
が広がったのか、WHOの統計やグ
ラフを見て考えよう」→グループ討
議

コレラ、デング熱に関するWHOの資料
（英文）を配布し、パンデミックの特徴
などを考察させる

展開Ⅲ
20分

発問「世界で感染症が拡大するこ
とを防ぐために、私たちができるこ
とは何か」→グループ討議

感染症は特定の国ではなく、世界全体
で取り組むべき課題であることに気づか
せる

まとめ
５分

振り返りを記入 感染症という課題を多面的に捉えて、
その課題に向けて取り組むことが重要
だといったことに気づかせる

同校が行った教 科 融合授 業の指 導 案などは、PLIJ STEAM Learning Community
（https://community.plij.or.jp）で公開している（＊３）。※学校資料を基に編集部で作成。

成
果
と
課
題

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、育
成
し
た
い

生
徒
像
の
実
現
に
向
け
て
挑
戦
す
る

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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大
阪
府
の
教
育
を
先
導
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附

属
高
校
は
、大
学
進
学
か
ら
就
職
ま
で
、多
様

な
希
望
進
路
を
持
つ
地
域
の
生
徒
が
入
学
す

る
全
日
制
普
通
科
単
位
制
高
校
だ
。「
共
に
学

び
、共
に
敬
い
、共
に
高
ま
る
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
、豊
か
な
感
性
、確
か
な
学
力
、飽
く

な
き
探
究
心
を
も
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
人
物
の
育
成
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
る

（
図
１
）。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
２
０
１
１

年
度
の
開
校
時
か
ら
独
自
の
教
育
課
程
を
編

成
し
て
い
る
。
大
き
な
特
徴
は
次
の
２
つ
。

◎
約
60
も
の
選
択
科
目
を
設
定

　
１
つ
め
は
多
岐
に
わ
た
る
選
択
科
目
だ
。

習
時
間
を
確
保
し
て
ほ
し
い
と
考
え
、
３
年

次
に
数
学
の
選
択
必
修
科
目
を
設
定
し
ま
し

た
」
と
、
福
本
美
紀
校
長
は
説
明
す
る
。

◎
５
段
階
評
価
を
行
う
「
探
究
ナ
ビ
」

　
２
つ
め
は
開
校
時
か
ら
教
育
課
程
特
例
校

の
指
定
を
受
け
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
代
替
と
し
て
設
定
し
て
い
る
学
校
設
定
教

科
・
科
目「
探
究
ナ
ビ
」だ
。
生
徒
が
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
標
に
、
仲
間
と
協
働
し
て
取

り
組
む
グ
ル
ー
プ
探
究
を
柱
と
す
る
３
年
間

の
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
。
現
在

生
徒
が
希
望
進
路
に
応
じ
た
学
び
を
自
ら
デ

ザ
イ
ン
で
き
る
よ
う
、
現
在
は
約
60
も
の
選

択
科
目
を
設
定
。
文
系
・
理
系
の
概
念
は
な

く
、
文
系
学
部
・
学
科
志
望
の
生
徒
が
「
数

学
Ⅲ
」
を
履
修
し
た
り
、
芸
術
系
学
部
・
学

科
志
望
の
生
徒
が
設
計
を
学
ぶ
た
め
に
「
物

理
」
を
履
修
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
一
方
で
、
履
修
す
る
選
択
科
目
が
特
定
の

教
科
に
偏
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
２
年
次

は
「
Ａ
、
Ｂ
」、
３
年
次
は
「
α
〜
δ
」「
①

〜
⑥
」
の
群
を
設
け
て
各
群
に
選
択
科
目
を

割
り
あ
て
、
生
徒
は
各
群
か
ら
１
科
目
ず
つ

選
択
す
る
仕
組
み
に
し
た
（
図
２
）。「
生
徒

の
関
心
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
各
教
科
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
学
べ
る
よ
う
、
教
務
部
が
慎
重
に

検
討
し
て
各
群
に
選
択
科
目
を
割
り
あ
て
ま

し
た
。
ま
た
、
国
語
、
数
学
、
英
語
は
、
希

望
進
路
に
か
か
わ
ら
ず
３
年
間
を
通
じ
て
学

＊　選択科目は約60科目を目安として年度ごとに検討しており、2025年度は58科目とした。

スクール・ミッション、グラデュエーション・ポリシー図１

スクール・ミッション（教育理念）
「共に学び、共に敬い、共に⾼まる」の下、変化の激しい社会の中で、豊かな感
性、確かな学⼒、飽くなき探究心をもってたくましく生き抜く人物を育成する。
グラデュエーション・ポリシー
•全教育活動において、課題を発見し主体的に挑戦する⼒、他者と協働しなが

ら課題を解決する⼒、考えをまとめ表現する⼒を育成します。
• 1人1台端末と知識創造の場となる「探究図書館」を有効に活用することで、

個別最適な学びや協働的な学びを確かなものにしながら、自ら学びに向かう
⼒を育成します。 

•「授業・学習」「探究的な学び」「進路学習」「部活動・行事・ボランティア」
の４つの学びを通して、社会で生き抜く⼒を身につけさせるとともに、社会
に貢献しようとする気概を持った生徒を育てます。

※学校資料を基に編集部で作成。

自
由
度
の
高
い
科
目
選
択
や
５
段
階
評
価
を
行
う

探
究
学
習
で
、自
ら
学
び
を
深
め
る
生
徒
を
育
む

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
・
研
修
機
能
と
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動
を
展
開
す
る
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校
は
、
約
60
も
の
選
択
科

目
を
設
定
し
て
い
る
単
位
制
高
校
だ
。
ま
た
、
教
育
課
程
特
例
校
の
指
定
を
受
け
て
設
定
し
て
い
る
学
校
設
定
教
科
・
科
目
「
探
究
ナ
ビ
」
で
は
、

生
徒
に
各
活
動
の
目
標
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
提
示
し
、
生
徒
と
の
対
話
を
通
じ
た
形
成
的
評
価
を
重
ね
た
上
で
５
段
階
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
課
程

　編
成
の
背
景・
特
徴

自
由
か
つ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
履
修

で
き
る
選
択
科
目
の
仕
組
み
に

学年による教育課程の区分：なし（単位制）　　学科：普通科

卒業までの履修単位数：90単位

各年次の履修単位数：１〜３年次各30単位

選択科目数：58科目（うち専門科目11科目、学校設定科目20科目）（＊）

各年次の選択可能な選択科目数：１年次１科目（２単位）、２年次
３科目（６単位）、３年次６〜８科目（18単位）

特徴ある教科・科目：学校設定教科・科目「探究ナビ」（１・２年次
各２単位、３年次３単位）

指定校等：2011年度〜教育課程特例校、24年度〜DXハイスクー
ル採択校

事
例
3

教育課程　概要
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は
１・
２
年
次
各
２
単
位
、
３
年
次
３
単
位

の
計
７
単
位
と
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
標
準
単
位
数
よ
り
も
多
く
設
定
し
、
教
育

活
動
の
軸
に
据
え
て
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
学
習
評
価
に
も
特
徴
が
あ
り
、
５
段
階
評

価
を
行
い
、
評
定
を
出
し
て
い
る
。
各
活
動

の
前
に
、「
問
い
を
立
て
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
」と
い
っ
た
、活
動

の
目
標
と
、目
標
の
達
成
度
を
測
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
生
徒
に
提
示
。
活
動
中
、
教
師
は

生
徒
と
の
対
話
を
通
じ
て
形
成
的
評
価
を
重

ね
つ
つ
、
生
徒
が
自
ら
考
え
る
活
動
に
な
る

よ
う
、
支
援
す
る
。
そ
し
て
、
活
動
後
の
自

己
評
価
・
相
互
評
価
も
踏
ま
え
て
5
段
階
評

価
を
行
い
、
学
期
末
に
は
評
定
を
出
す
。「
探

究
ナ
ビ
」
を
担
当
す
る
木
村
友と

も
ひ
ろ大
先
生
は
、

そ
の
評
価
方
法
は
生
徒
の
意
欲
や
成
長
に
直

結
し
て
い
る
と
語
る
。

　「
探
究
学
習
で
重
要
な
の
は
、
自
身
の
資

質
・
能
力
の
変
容
の
過
程
を
メ
タ
認
知
す
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動
中
、
生
徒

は
教
師
や
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
自
分
の

状
況
を
評
価
規
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
何
度

も
振
り
返
り
を
し
ま
す
。
評
定
は
、
そ
う
し

た
プ
ロ
セ
ス
の
積
み
重
ね
だ
と
生
徒
は
理
解

し
て
い
ま
す
。
教
師
が
生
徒
の
到
達
度
を
丁

寧
に
見
取
り
、
こ
ま
め
に
形
成
的
評
価
を
行

う
こ
と
は
、
生
徒
の
成
長
を
促
し
、
頑
張
り

が
数
値
と
し
て
表
れ
る
こ
と
は
、
生
徒
の
動

機
づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」

◎
選
択
科
目
は
少
人
数
で
も
開
講

　
生
徒
が
学
び
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
よ

う
、
教
師
は
科
目
選
択
を
丁
寧
に
支
援
し
て

い
る
。
２・
３
年
次
の
履
修
科
目
の
選
択
に

向
け
て
、
６
月
の
保
護
者
懇
談
前
に
予
備
調

査
を
行
い
、
懇
談
で
生
徒
に
意
向
を
確
認
。

11
月
の
保
護
者
懇
談
の
前
に
本
調
査
を
行

首
席
、「
探
究
ナ
ビ
」
担
当

木
村
友
大 

き
む
ら
・
と
も
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

理
科
（
化
学
）。

校
長福本

美
紀 

ふ
く
も
と
・
み
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

２・３年次の教育課程図２

注１）図示していないが、１年次は芸術の選択必履修科目（音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰ）がある。　注２）２・３年次に同じ科目があるが、学年別に開講。
注３）「Ａ、Ｂ」「α、β、γ、δ」「①〜⑥」の各群にはそれぞれ科目が割りあてられており、生徒はその割りあてられた科目の中から１科目を選択する。例えば、「γ」
に割りあてられた科目から１科目選択するか、「①」に割りあてられた科目と「②」に割りあてられた科目から１科目ずつ選択する。

※学校資料を基に編集部で作成。

：必履修科目
◉：専門科目
★：学校設定科目

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

２
年
次

論
理
国
語

古
典
研
究

 

地
理
総
合

 

歴
史
総
合

数
学
Ⅱ

 

生
物
基
礎

 

理
科
選
択

 

体
育

 

保
健

英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
Ⅱ

論
理
・
表
現

Ⅰ

Ａ Ｂ

 

★
探
究
ナ
ビ
Ⅱ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

３
年
次

論
理
国
語

古
典
研
究

 

体
育

英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
Ⅱ

数
学
選
択

α ① ② ③ ④
⑤ ⑥

 

★
探
究
ナ
ビ
Ⅲ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

β γ δ

①〜⑥　２単位グループ選択
文学国語、国語表現、国語演習★、地理演習★、日本史演習★、世界史演
習★、倫理、政治・経済、数学Ｂ、数学ゼミ★、物理演習★、化学演習★、
生物演習★、地学演習★、音楽Ⅲ、美術Ⅲ、書道Ⅲ、書道演習★、硬筆書
道★、ファッション造形基礎◉、フードデザイン◉、スポーツⅡ◉、ライフスポー
ツ★、幼児教育音楽★、素描◉、クラフトデザイン◉、総合英語Ⅰ◉、英語
長文読解演習★、グローバルスタディーズ★、保育基礎◉、情報デザイン◉

α、β、γ、δ
４単位グループ選択
地理探究、日本史探究、
世界史探究、数学Ⅲ、物理、
化学、生物、地学

数学選択
数学基礎演習★、
数学応用演習★

Ａ、Ｂ選択
文学国語、国語表現、数学Ｃ、物理演習★、化学演習★、
音楽Ⅱ、美術Ⅱ、書道Ⅱ、情報の表現と管理◉、スポーツⅡ◉、
総合英語Ⅰ◉、グローバルスタディーズ★

理科選択
物理基礎、地学基礎

設
立
　
２
０
１
１
（
平
成
23
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
私
立
大
は
、
京
都
産

業
大
、
京
都
女
子
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
追
手
門
学

院
大
、
大
阪
経
済
大
、
大
阪
工
業
大
、
大
阪
体
育
大
、
関

西
外
国
語
大
、
近
畿
大
、
摂
南
大
、
桃
山
学
院
大
、
関
西

学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
９
７
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学

校
進
学
79
人
。
就
職
15
人
。

学
校
概
要

教
育
課
程

　運
用
の
工
夫

生
徒
が
自
ら
学
び
を
深
め
る
時
間

を
確
保
す
る
た
め
30
単
位
に
減
単

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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い
、
懇
談
で
生
徒
・
保
護
者
と
最
終
確
認
を

し
て
履
修
す
る
選
択
科
目
を
決
定
す
る
。

　
２
年
次
の
選
択
科
目
に
つ
い
て
は
、
数
学・

理
科
の
担
当
教
師
が
科
目
と
大
学
入
試
や
進

路
と
の
関
係
な
ど
を
詳
し
く
説
明
。
入
試
科

目
や
希
望
進
路
、
３
年
次
の
選
択
科
目
を
見

通
し
た
履
修
計
画
を
生
徒
に
立
て
さ
せ
て
い

る
。
３
年
次
は
選
択
科
目
が
多
い
た
め
、
教

科
担
当
に
相
談
す
る
こ
と
を
担
任
が
生
徒
に

促
す
な
ど
、
学
年
全
体
で
指
導
。
履
修
す
る

選
択
科
目
が
決
ま
る
ま
で
、
担
任
や
教
科
担

当
の
教
師
は
生
徒
と
面
談
を
重
ね
る
。

　「
予
備
・
本
調
査
を
と
も
に
保
護
者
懇
談

の
前
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
懇
談
の
場
で
科

目
選
択
を
話
題
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
６
月
の
保
護
者
懇
談
と
併
せ
て

保
護
者
向
け
の
科
目
選
択
説
明
会
を
実
施

し
、
選
択
科
目
と
大
学
入
試
や
進
路
と
の
関

係
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
親
子

が
家
庭
で
進
路
に
つ
い
て
話
し
合
う
土
壌
を

つ
く
る
こ
と
で
す
」（
福
本
校
長
）

　
選
択
科
目
は
履
修
者
が
少
な
く
て
も
原
則

開
講
し
て
い
る
。
直
近
で
は
履
修
者
３
人
で

開
講
し
た
。
そ
う
し
た
対
応
を
す
る
と
、
担

当
科
目
数
が
多
く
な
る
教
師
も
い
る
が
、
単

位
制
高
校
に
お
け
る
加
配
が
あ
る
た
め
、
教

師
１
人
あ
た
り
の
担
当
コ
マ
数
は
抑
え
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、履
修
希
望
者
が
少
な
い
科

目
は
、本
人
に
履
修
の
目
的
や
学
び
た
い
内

容
を
聞
き
取
り
、
そ
の
意
向
に
沿
え
れ
ば
他

科
目
と
統
合
し
て
開
講
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
教
育
課
程
は
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
」

で
毎
年
見
直
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
開
校
時

は
３
学
年
と
も
33
単
位
だ
っ
た
が
、
現
行
の

学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
た
22
年
度
に
30

単
位
に
減
ら
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
、
生
徒
が
学
び
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し

て
深
め
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め
だ
。

◎
週
１
回
の「
探
究
会
議
」で
見
取
り
を
共
有

　「
探
究
ナ
ビ
」で
は
、
生
徒
支
援
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、各
学
年
に
主
担
当
を
、１
年
次

は
Ｔ
２
に
３
人
の
教
師
、
Ｔ
３
に
各
担
任
を
、

２・３
年
次
は
Ｔ
２
に
各
担
任
を
配
置
し
て
い

る
。
各
学
年
の
担
当
者
が
集
ま
る「
探
究
会

議
」を
毎
週
行
い
、前
時
を
振
り
返
り
、
次
時

の
展
開
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。

　「
探
究
会
議
で
は
、
生
徒
や
チ
ー
ム
の
名

前
を
具
体
的
に
挙
げ
な
が
ら
、
各
教
師
が
見

取
っ
た
こ
と
を
出
し
合
い
、
次
時
の
ア
プ
ロ

ー
チ
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
多
様
な
視

点
で
の
見
取
り
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
的
確

な
形
成
的
評
価
に
つ
な
が
り
、
生
徒
の
成
長

を
直
接
的
に
支
え
て
い
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　
24
年
度
か
ら
３
年
次
の
「
探
究
ナ
ビ
」
を

１
単
位
増
や
し
た
の
は
、
探
究
会
議
で
の
教

師
間
の
対
話
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　「
グ
ル
ー
プ
探
究
で
視
野
を
広
げ
る
一
方

で
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
疑
問
や
課
題
を
探
究

す
る
時
間
も
確
保
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
探
究
と

個
人
探
究
を
両
輪
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
木
村
先
生
）

　
自
由
度
の
高
い
科
目
選
択
や
自
分
の
関
心

を
深
め
て
い
く
探
究
学
習
は
、
将
来
と
真
剣

に
向
き
合
う
機
会
と
な
り
、
結
果
と
し
て
、

多
く
の
生
徒
が
納
得
感
を
持
っ
て
早
期
に
進

路
を
決
定
し
て
い
る
と
、
木
村
先
生
は
語
る
。

　「『
進
路
に
直
接
関
係
が
な
く
て
も
、
こ
の

科
目
を
学
ん
で
楽
し
か
っ
た
』『
今
ま
で
と

違
う
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
』
な

ど
と
語
る
生
徒
の
姿
に
、
自
ら
学
び
を
選
択

し
、
深
め
て
い
く
経
験
が
、
人
生
を
い
か
に

豊
か
に
す
る
か
を
実
感
し
て
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
生
徒
の
学
び
を
支
え
て
い
る
の

が
教
師
間
の
密
な
連
携
だ
。
毎
週
行
う
探
究

会
議
な
ど
は
、勤
務
時
間
に
配
慮
し
つ
つ
、放

課
後
に
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、時
間
割
に
組
み
込
ん
で
い
る（
図
３
）。

　「
校
内
研
修
で
は
飲
み
物
や
お
菓
子
を
用

意
し
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
授
業
に
お
け
る

実
践
や
悩
み
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
同
僚
性
が
培
わ
れ
、
会
議
以
外

の
場
で
も
、
生
徒
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
資

質
・
能
力
な
ど
に
つ
い
て
自
然
と
語
り
合
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、

学
校
全
体
で
同
じ
方
向
を
向
く
力
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　
そ
う
し
た
現
場
の
結
束
を
基
盤
に
し
な
が

ら
、
今
後
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
は
、
福
本

校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
　

　「
現
在
、協
働
的
な
学
び
の
中
で
の
個
別
最

適
な
学
び
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
し
た
教
育
改

革
を
学
校
全
体
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、『
好
き
を
見
つ
け

て
一
緒
に
好
き
を
伸
ば
す
学
校
』
で
す
。
本

校
に
は
、
挑
戦
す
る
こ
と
を
揶や

ゆ揄
せ
ず
、
生

徒
間
、教
師
間
、そ
し
て
生
徒
と
教
師
間
で

頑
張
り
を
認
め
合
う『
挑
戦
を
リ
ス
ペ
ク
ト

す
る
文
化
』が
あ
り
ま
す
。生
徒
一
人
ひ
と
り

が
好
き
な
こ
と
を
柔
軟
に
学
べ
る
学
校
づ
く

り
に
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
続
け
、27
年
度
の

改
革
元
年
を
迎
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

主な委員会・会議図３

名称 概要

カリキュラム
委員会

教育課程全体の検討や選択科目の開講の可
否などを議論する。

探究
委員会

各学年の主担当が集まり、「探究ナビ」のカ
リキュラム全体について検討する。

探究会議
「探究ナビ」の担当者が集まり、学年ごとに
週１回実施。各教師が見取ったことを出し合
い、生徒支援と授業改善について話し合う。

授業研究
委員会

各教科の代表者による全体会と、各教科に
よるコアチームがあり、コアチームは週1回、
授業研究や研修内容の検討を実施している。

※学校資料を基に編集部で作成。

成
果
と
課
題

高
い
同
僚
性
を
基
盤
に
、自
ら
学
び

を
深
め
て
い
く
生
徒
を
支
え
る
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　「
豊
か
な
自
然
や
農
業
遺
産
な
ど
の
資
源

を
生
か
し
、
小
・
中
・
高
を
見
通
し
た
系
統

的
な
学
び
を
通
し
て
、
郷
土
を
愛
し
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
高
い
志
を
持
ち
、
地
域

課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
主
体
的
に
考

え
、
行
動
で
き
る
力
を
育
成
す
る
」
こ
と
を

ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
大
分
県

立
安
心
院
高
校
。
そ
の
使
命
の
下
、
同
校
で

は
卒
業
ま
で
に
育
て
た
い
力
を
明
確
化
し
、

そ
の
育
成
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
多
様
な

学
び
を
実
現
す
る
コ
ー
ス
制
を
採
用
。
さ
ら

に
、
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
小
・
中
・
高

の
12
年
間
を
系
統
立
て
た
探
究
学
習
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
（
Ｐ
．20
図
１
）。

指
導
要
領
等
の
基
準
に
よ
ら
な
い
教
育
課
程

を
編
成
す
る
な
ど
、
新
し
い
教
育
課
程
や
指

導
方
法
等
に
つ
い
て
開
発
す
る
「
研
究
開
発

学
校
」
に
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
さ
れ
、
全

国
で
２
番
目
と
な
る
連
携
型
中
高
一
貫
校
と

な
っ
た
。
10
年
度
か
ら
は
小
中
高
一
貫
教
育

に
係
る
教
育
課
程
の
研
究
を
開
始
。
さ
ら
に

　
同
校
の
教
育
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
の

は
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て
る
」

と
い
う
思
い
だ
。
大
分
県
宇
佐
市
北
部
に
位

置
す
る
安
心
院
・
院
内
地
域
に
あ
る
唯
一
の

高
校
の
同
校
に
入
学
す
る
生
徒
の
大
半
は
、

地
域
の
中
学
校
の
出
身
だ
。
生
徒
た
ち
の
希

望
進
路
は
、
難
関
国
立
大
学
か
ら
地
元
で
の

就
職
ま
で
と
、
極
め
て
幅
広
い
。

　
地
域
の
高
校
と
し
て
、
そ
う
し
た
多
様
な

希
望
進
路
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
同
校

は
普
通
科
内
に
専
門
コ
ー
ス
を
１
９
９
３
年

度
か
ら
設
置
。
現
在
は
、
主
に
進
学
を
希
望

す
る
生
徒
を
対
象
と
す
る
一
般
コ
ー
ス
（
文

系
・
理
系
）
の
ほ
か
、
園
芸
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
コ
ー
ス
、
食
文
化
コ
ー
ス
、
情
報
コ
ー
ス

（
情
報
会
計
・
情
報
技
術
）
の
４
コ
ー
ス
６

類
型
が
あ
る
（
Ｐ
．20
図
2
）。

　
ま
た
、
同
校
は
２
０
０
０
年
度
に
、
学
習

主
幹
教
諭

吉
田
朋
子 

よ
し
だ
・
と
も
こ

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

教
頭工藤

知
子 

く
ど
う
・
と
も
こ

同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。

校
長佐藤

　茂 

さ
と
う
・
し
げ
る

同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。

複
数
の
コ
ー
ス・
類
型
と
、小
・
中
学
校
と
連
携
し
た

探
究
学
習
に
よ
り
、多
様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

大
分
県
立
安あ

心じ

院む

高
校

大
分
県
立
安
心
院
高
校
は
安
心
院
・
院
内
地
域
唯
一
の
高
校
と
し
て
、
多
様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
希
望
進
路
の
実
現
を
支
援
す

る
た
め
、
４
コ
ー
ス
６
類
型
を
設
置
。
校
内
人
事
を
工
夫
し
て
、
少
人
数
の
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
小
・
中
学
校

と
連
携
し
た
探
究
学
習
「
地
球
未
来
科
」
を
推
進
。
12
年
間
を
見
通
し
た
資
質
・
能
力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
課
程

　編
成
の
背
景・
特
徴

安
心
院
・
院
内
地
域
唯
一
の
高
校
と
し
て

生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

学年による教育課程の区分：あり（学年制）
学科・コース：普通科（2年次より4コース6類型に分かれる）
卒業までの履修単位数：96単位
各年次の履修単位数：１〜３年次各32単位
選択科目数：46科目（うち専門科目25科目、学校設定科目3科目）
各年次の選択可能な選択科目数：２年次11科目（6単位）、３年次
11科目（6単位）

特徴ある教科・科目：学校設定教科・科目3科目
指定校等：2000〜23年度研究開発学校、24年度〜DXハイスクー
ル採択校、24年度〜三菱みらい育成財団助成事業採択校

事
例
4

教育課程　概要

設
立
　
１
９
４
６
（
昭
和
21
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
65
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
福
岡

教
育
大
、
長
崎
大
、
鹿
児
島
大
、
長
崎
県
立
大
、
大
分
県

立
看
護
科
学
大
に
５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
北
海
道
情

報
大
、
大
谷
大
、
九
州
国
際
大
、
九
州
産
業
大
、
久
留
米

大
、
福
岡
大
、
別
府
大
な
ど
に
延
べ
10
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
24
人
。
就
職
８
人
。

学
校
概
要

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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15
年
度
に
は
、
同
校
と
地
域
の
小
・
中
学
校

が
連
携
し
て
新
教
科
「
地
球
未
来
科
」
を
学

校
設
定
教
科
と
し
て
設
置
し
、
12
年
間
の
系

統
的
な
探
究
学
習
を
通
し
て
資
質
・
能
力
を

育
む
小
中
高
一
貫
教
育
に
取
り
組
み
始
め

た
。
連
携
す
る
地
域
の
中
学
校
か
ら
同
校
に

進
学
を
希
望
す
る
生
徒
は
、
学
力
検
査
を
用

い
ず
、
調
査
書
、
中
高
連
携
し
た
学
習
の
記

録
、
面
接
で
選
抜
を
行
う
「
連
携
型
入
試
」

を
受
験
す
る
が
、「
地
球
未
来
科
」
の
学
習

記
録
は
選
抜
の
際
に
活
用
さ
れ
、
高
校
へ
と

引
き
継
が
れ
る
。

卒
業
生
特
別
選
抜
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る

た
め
、
一
般
コ
ー
ス
以
外
の
生
徒
に
も
大
学

進
学
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
。

　
同
校
は
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
14
年
度

に
定
員
を
１
２
０
人
か
ら
80
人
に
削
減
し
て

１
学
年
2
学
級
と
な
っ
た
が
、
現
在
ま
で
、

各
学
年
は
い
ず
れ
も
３
ク
ラ
ス
編
成
（
一
般

コ
ー
ス
の
ク
ラ
ス
が
1
ク
ラ
ス
、
園
芸
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
、
食
文
化
、
情
報
の
3
コ
ー
ス

の
生
徒
が
混
在
す
る
ク
ラ
ス
が
2
ク
ラ
ス
）

を
維
持
し
て
い
る
。
そ
れ
も
同
校
の
魅
力
の

１
つ
で
あ
る
と
、
佐
藤
茂
校
長
は
説
明
す
る
。

　「
３
ク
ラ
ス
編
成
は
、
担
任
業
務
と
分
掌

業
務
を
兼
務
す
る
な
ど
、
校
内
人
事
を
工
夫

す
る
こ
と
で
実
現
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
学

力
も
希
望
進
路
も
多
様
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
く
よ
う
、
１
ク

ラ
ス
20
人
程
度
に
し
て
き
め
細
か
な
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
」

　
コ
ー
ス
・
類
型
を
問
わ
ず
、
全
生
徒
が
小
・

中
・
高
12
年
間
を
通
し
て
取
り
組
む
探
究
学

習
が
「
地
球
未
来
科
」
だ
。
そ
こ
で
は
、
小

学
1
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
の
12
年
間

を
４
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
系
統
的
な
学
び
を
構
築
。「
国
際
的

な
視
野
で
地
域
を
捉
え
る
力
」「
地
域
の
課

題
を
国
際
的
な
視
野
で
解
決
す
る
力
」「
英

語
を
ツ
ー
ル
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」
の
３
つ
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指

し
、
小
・
中
学
校
で
は
生
活
科
や
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」、
高
校
で
は
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
で
探
究
学
習
が
行
わ
れ
る
。

そ
し
て
、小・中・高
の
教
師
が
評
価
規
準
（
図

３
）
を
共
有
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
教

材
を
協
働
開
発
し
て
い
る
。

　
高
校
３
年
間
に
お
け
る
「
地
球
未
来
科
」

の
取
り
組
み
の
概
要
は
次
の
通
り
だ
。
ま
ず
、

生
徒
は
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
ブ
ド
ウ
の
歴

史
や
文
化
、
栽
培
技
術
な
ど
を
学
ん
だ
上
で
、

地
元
企
業
の
見
学
や
体
験
を
通
し
て
発
酵
や

醸
造
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
そ
の
後
、
廃

棄
さ
れ
る
農
作
物
に
新
し
い
価
値
を
付
加
し

て
再
生
す
る
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
製
品
」
の

提
案
や
、
地
域
資
源
を
題
材
に
し
た
外
国
人

向
け
の
英
語
ツ
ア
ー
の
企
画
・
実
施
な
ど
に

取
り
組
む
。
３
年
次
に
は
、
個
人
研
究
の
成

果
を
１・
２
年
生
も
参
加
す
る
「
地
球
未
来

科
発
表
会
」
で
発
表
し
、
論
文
に
ま
と
め
る
。

　「
３
年
次
の
10
月
に
実
施
さ
れ
る
地
球
未

来
科
発
表
会
に
お
い
て
、
生
徒
は
連
携
協
定

を
結
ん
で
い
る
大
学
の
教
授
か
ら
指
導
・
助

言
を
受
け
、
最
終
論
文
の
作
成
へ
と
進
み
ま

す
。
生
徒
の
研
究
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
総
合
型
選
抜
の
志
望
理
由
書
の
作

成
な
ど
に
生
か
し
、
希
望
進
路
を
実
現
す
る

生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
工
藤
知
子

　
同
校
の
生
徒
は
、
１
年
次
は
共
通
ク
ラ
ス

に
所
属
し
、
２
年
次
か
ら
希
望
進
路
を
踏
ま

え
て
コ
ー
ス
や
類
型
を
選
択
す
る
。
専
門
教

育
に
関
す
る
教
科
は「
農
業
」「
工
業
」「
商
業
」

「
家
庭
」
が
設
置
さ
れ
、
生
徒
は
自
分
が
選

択
し
た
コ
ー
ス
・
類
型
に
応
じ
て
専
門
科
目

か
ら
22
単
位
以
上
履
修
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

大
学
入
試
に
お
け
る
専
門
学
科
・
総
合
学
科

卒業までに育てたい力と、その育成のための学びのあり方図１

普通科に設置した4コース6類型と「地球未来科」図2

グラデュエーション・ポリシー（卒業までに育てたい力）
①物事を多面的・多角的に捉え、自ら課題を発見し、解決に向けて粘り強く取
り組む力
②人間性豊かな広い心を持ち、多様な人 と々協働できる力
③目標を持ち、その実現に向け主体的に行動できる力

カリキュラム・ポリシー（その育成のための学びのあり方）
①４コース６類型による、生徒の興味・関心、進路希望に応じた個別最適な学び
②多面的・多角的に物事を捉え思考するため、小・中学校や地元の企業、大
学等と連携した異年齢の多様な他者との協働的な学び
③総合的な探究の時間「地球未来科」において、国際的視野で地域課題を見
いだし解決する力を身につける小・中・高12年間での系統的な学びや、「発酵・
醸造」を通した研究・創造性を深める学び

1年生　共通クラス

2
・
3
年
生

一
般
コ
ー
ス（
文
系
・
理
系
）

園
芸
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

食
文
化
コ
ー
ス

情
報
コ
ー
ス

（
情
報
会
計
・
情
報
技
術
）

※学校資料を基に編集部で作成。

全生徒が3年間かけて
取り組む「地球未来科」

•地域の小・中学校と連携し、12
年間を4つのステージに分けて
探究学習を展開し、評価規準を
設定
•小中高一貫の教科として設置す
ることにより、教育活動を俯瞰
的に捉え、異年齢集団による学
習活動を設定

※学校資料を基に編集部で作成。

教
育
課
程

　運
用
の
工
夫

２
年
次
か
ら

希
望
の
コ
ー
ス・
類
型
を
選
択

資
質
・
能
力
の
育
成
計
画
を

小
・
中
学
校
と
共
有
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教
頭
）

　「
地
球
未
来
科
」
で
の
探
究
学
習
を
通
し

て
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
各
教
科
で
発

揮
す
る
場
の
１
つ
が
、
同
校
の
生
徒
が
教

師
役
と
な
っ
て
地
域
の
小
学
生
に
教
え
る 

が
経
っ
た
。
そ
の
間
、
同
校
は
も
ち
ろ
ん
、

連
携
す
る
地
域
の
小
・
中
学
校
で
も
多
く
の

教
師
の
異
動
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中
で

も
取
り
組
み
が
形
骸
化
し
な
か
っ
た
の
は
、

小
・
中
・
高
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
職
が
取
り
組

み
の
意
義
を
理
解
し
、
学
校
全
体
を
牽
引
し

て
き
た
か
ら
だ
と
佐
藤
校
長
は
語
る
。

　「
小
・
中
・
高
合
同
の
教
員
研
修
会
を
年

に
２
回
、
教
頭
・
研
究
主
任
会
を
年
８
回
、

校
長
会
議
を
年
に
６
回
と
、
頻
繁
に
校
種
間

で
目
線
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
形
骸

化
を
防
ぐ
上
で
最
も
大
切
な
の
は
、
管
理
職

が
ビ
ジ
ョ
ン
を
校
内
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。『
偏
差
値
で
測
れ
る
学

力
も
大
事
で
す
が
、
本
校
に
お
い
て
は
資
質・

能
力
を
よ
り
重
視
し
、「
地
球
未
来
科
」
で
そ

の
育
成
に
努
め
ま
す
』
な
ど
と
、
私
は
機
会

が
あ
る
度
に
先
生
方
に
、
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
の
教
育
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
」

　
ど
の
よ
う
な
学
校
を
つ
く
り
、
ど
の
よ
う

に
生
徒
を
育
て
た
い
か
を
言
語
化
す
る
こ
と

が
、
管
理
職
の
役
割
と
し
て
今
後
一
層
重
要

に
な
る
と
佐
藤
校
長
は
考
え
て
い
る
。

　「
未
来
の
学
校
を
語
る
た
め
に
必
要
な
教

育
的
知
見
が
誰
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
の
は
、

間
違
い
な
く
校
長
で
す
。
教
育
課
程
の
よ
り

一
層
の
柔
軟
化
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
次
期
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
数
年
間
は
校
長
の
力
量
が
大
き

く
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

「
Ｓ
Ｔ
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト・テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

活
動
」
だ
。
そ
れ
は
各
教
科
の
単
元
計
画
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
学
習
活
動
で
あ
り
、

全
教
科
で
の
実
施
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　「
例
え
ば
『
生
物
基
礎
』
で
は
、
め
だ
か

の
観
察
や
光
学
顕
微
鏡
を
使
っ
て
生
き
物

の
観
察
に
取
り
組
ん
だ
り
、『
調
理
』
で
は
、

郷
土
の
菓
子
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
り
し
ま

し
た
。
過
疎
化
が
進
ん
で
子
ど
も
の
人
数
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
今
、
年
齢
や
校
種
を
超

え
て
他
者
と
つ
な
が
り
、
学
び
合
う
機
会
を

つ
く
る
こ
と
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
も
主
体

的
な
学
び
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

（
主
幹
教
諭
・
吉
田
朋
子
先
生
）

　
既
に
同
校
の
生
徒
か
ら
教
わ
っ
た
経
験
を

持
つ
小
学
生
が
同
校
に
入
学
し
、
高
校
生
と

し
て
Ｓ
Ｔ
活
動
に
取
り
組
む
と
い
う
、
人
材

育
成
の
好
循
環
が
地
域
に
生
ま
れ
て
い
る
。

　
４
コ
ー
ス
６
類
型
に
よ
る
学
び
や
少
人
数

制
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
を
通
し
て
、
多

様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、「
地
球
未
来
科
」
の
取
り
組
み
を
通
し

て
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
る
同
校
。
そ

の
成
果
は
、
生
徒
の
学
校
生
活
に
対
す
る
満

足
度
か
ら
見
て
取
れ
る
。
25
年
度
11
月
に
実

施
し
た
全
生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

93
％
を
超
え
る
生
徒
が
「
学
校
生
活
全
般
に

満
足
し
て
い
る
」
と
回
答
。
３
年
生
に
限
れ

ば
、
そ
の
割
合
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
達
す
る
。

　「
地
球
未
来
科
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
10
年

小中高一貫教育「地球未来科」で育む資質・能力（抜粋）図３

段階

小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３
　 　

学ぶ方法や探究的な態度を
育成する充実期

論理的な思考力・表現力や課題解決能力を
育成する発展期

視点 身近な地域と他の地域 世界の中の両院

つけたい力・視点
具体的につけたい力～何ができるようになるか

（地球未来科で目指す各段階での具体的児童・生徒の姿）

捉
え
る
（
か
か
わ
る
）
力

1

関心・意欲

•身近なひと・もの・ことと広い視野で向
き合い、課題意識を持って自分なりの工
夫をしながら繰り返し活動し、解決のた
めに積極的に取り組もうとする。

•世界の中の両院の視点から、設定した課題を
解決するための方法を工夫し、主体的、積極
的に課題解決のために考えたり、社会参画し
たりしようとする。

生活に生かす・
主体的

•活動内容を自分なりに広げたり、深めた
りしながら、他者や地域社会とともに学
んだことを実践していこうとする。

•世界の中の両院の視点を持って広い視野で身
近な問題と向き合い、解決策を発信し、実社
会の問題解決に取り組む（社会参画）。

2

協働

•友だちや地域の人・関係機関と力を合わ
せ て 協 働 す る 大 切 さ に 気 づ き、 問 題 
の解決に向けての取り組みを成し遂げる
喜びを感じる。

•グループや地域の人、関係機関等とつながり
を深め、協力して課題解決のための案を練っ
たり、積極的に活動したりする。

他者理解・
（国際的視野
（の芽生え））

•他者のよさを認め、外国の人を含めて異
なる他者を受け入れながら取り組むこと
ができる。

•他者のよさや違いを認め、伝え合ったり、活
動を通して出合った外国の文化や習慣の違い
等を尊重したりすることができる。

3
自己
理解

振り返り
（自分自身）

•振り返りを通して、自分の特徴や可能性
に気づき、それを発揮するとともに、将
来の生き方につなごうとする。

•振り返りを通して身についた力を自覚するこ
とで、自分の可能性に気づき、進路選択等の
将来の生き方につなごうとする。

4
課題の捉え

事実的知識・概念

•地域の自然・文化・産業等の価値を探る
とともに、他地域との違いから、解決す
べき課題を見つける。

•世界の諸地域との比較や社会の変化に目を向
け、地域の特性を考察することにより、地域
の価値や解決すべき課題を見つける。

小学１年生から高校３年生までの12年間を4つのステージに分けて、それぞれにおける「捉える（かかわる）力」「解決
する力」「英語をツールとしたコミュニケーション力」の具体的な姿を評価規準として記述し、校種を超えて共有している。
※学校資料を基に編集部で作成。

５
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成
果
と
課
題

校
長
に
は
学
校
ビ
ジ
ョ
ン
を

明
言
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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次
期
学
習
指
導
要
領
へ
向
け
て
、

今
か
ら
始
め
ら
れ
る
検
討
の
ス
テ
ッ
プ

本特集を
振り返って

神
奈
川
県・
私
立
横
浜
創
英
中
学・
高
校 

本
間
朋
弘
校
長

自
校
の
教
育
目
標
を
実
現
す
る 

教
育
課
程
編
成
の
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ

監
修

働
き
方
改
革
の
推
進
教
育
課
程
の
柔
軟
化
の
検
討
の
た
め
に
は
、働
き
方
改
革
を
進
め
て
教
師
に
余
白
を
つ
く
っ

て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
。
働
き
方
改
革
に
続
く
教
育
課
程
編
成
の
ス
テ
ッ
プ
は
次
の
通
り
。

ステップ １
ステップ 

0

学
校
の
最
上
位
目
標
を
明
確
化
す
る

•

「
生
徒
の
当
事
者
意
識
を
育
て
な
が
ら
、
学
校
運
営
と
学
び
を
生
徒
主
体
に
移
譲
す
る
」

•

「
実
学
的
な
学
び
で
生
徒
と
社
会
を
つ
な
げ
な
が
ら
、社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
」

横浜創英中学・
高校の場合

自校での確認項目
□ 最上位目標は何ですか？　
□ 最上位目標は、時代や社会

の潮流を踏まえた、生徒の
未来を築くためのものに
なっていますか？

本
間
校
長
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
「
教
育
目
標
や
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
が
形
骸
化
し
て
し
ま
っ
て
い

た
ら
教
育
課
程
は
編
成
で
き
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
学
校
を
創
る
の
か
、
教
師
は
も
ち
ろ
ん
、
す

べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
共
鳴
で
き
る
最
上
位
目
標
や
教
育
目
標
の
明
確
化
が
不
可
欠
で
す
」

ステップ 2
教
育
課
程
を
編
成
す
る
組
織
と
工
程
を
決
定
す
る

•

教
育
課
程
編
成
の
検
討
を
リ
ー
ド
す
る
「
学
び
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足

•

チ
ー
ム
に
は
管
理
職
と
各
教
科
の
教
師
が
参
加
。
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
会
議
を
実
施

横浜創英中学・
高校の場合

自校での確認項目
□ 各教科や管理職を含む学校全

体の組織になっていますか？
□ 2032年度入学生からの順次

実施に向けて、逆算したスケ
ジュールになっていますか？

本
間
校
長
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
「
本
校
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
は
ミ
ド
ル
層
を
中
心
に
各

教
科
か
ら
２
人
の
教
師
が
参
加
し
、
新
教
育
課
程
の
完
成
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
か
ら
２
年
後
と

し
ま
し
た
。
完
成
ま
で
の
作
業
工
程
も
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

　
教
育
課
程
の
柔
軟
化
は
、
現
在
は
教
育
課
程
特
例
校
な

ど
の
指
定
を
受
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
点
が
あ
る
一

方
で
、
そ
う
し
た
指
定
を
受
け
て
い
な
く
て
も
柔
軟
化
で

き
る
点
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
（
上
記
の
ス
テ
ッ
プ
３
参

照
）。
さ
ら
に
学
習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂
に
向
け
て
は
、

教
育
課
程
特
例
校
制
度
は
「
国
へ
の
申
請
を
不
要
と
す
る

こ
と
も
含
め
、『
特
別
な
選
択
肢
』
で
は
な
く
、『
常
に
利

用
可
能
な
選
択
肢
』
と
す
る
方
向
で
検
討
す
べ
き
」（「
論

点
整
理
」）
と
さ
れ
て
お
り
、
各
校
が
現
在
よ
り
も
教
育

課
程
を
柔
軟
に
編
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　
た
だ
、
既
に
多
様
な
生
徒
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

実
態
を
考
え
る
と
、
多
様
性
を
包
摂
す
る
教
育
課
程
の
編

成
は
、
今
か
ら
で
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
言
え
ま
す
。

そ
し
て
、
本
間
校
長
が
教
育
課
程
の
編
成
に
２
年
を
要
し

た
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
柔
軟
な
教
育
課
程
の
編
成
に

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
本
間
校
長
に
監
修
い
た
だ
き
、
ま
と
め
た
の
が
、

上
記
の
「
自
校
の
教
育
目
標
を
実
現
す
る 

教
育
課
程
編

成
の
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
で
す
。

　「
教
育
課
程
の
編
成
を
始
め
と
す
る
学
校
改
革
を
進
め

る
た
め
に
は
、
教
師
に
時
間
的
な
余
裕
を
つ
く
る
こ
と
が

不
可
欠
」（
本
間
校
長
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
働

き
方
改
革
を
推
進
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
か
ら
、
も

し
く
は
並
行
し
て
ス
テ
ッ
プ
１
に
着
手
し
ま
す
。
ス
テ
ッ

プ
１
の
「
学
校
の
最
上
位
目
標
の
明
確
化
」
は
、
働
き
方

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部

　

統
括
責
任
者

　

柏
木
　崇
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ステップ 3ステップ 4ステップ 5
最
上
位
目
標
を
具
現
化
す
る
た
め
の

教
育
課
程
上
の
工
夫
を
検
討
す
る

具
体
的
な
科
目
と
時
間
割
を
検
証
す
る

生
徒
の
学
び
方
の
軸
を
決
定
す
る

•

単
位
を
半
期
ご
と
に
認
定
し
、科
目
選
択
の
自
由
度
を
拡
大
。
学
年
制
も
柔
軟
に
運
用

•

大
学
の
授
業
の
受
講
な
ど
、
学
校
外
に
お
け
る
学
修
の
単
位
認
定
を
拡
充

•

「
全
校
生
徒
が
１
２
０
０
人
い
る
な
ら
ば
、
１
２
０
０
通
り
の
時
間
割
を
つ
く
る
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
選
択
科
目
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
な
ど
、
時
間
割
を
検
証

•

「
画
一
的
な
教
育
か
ら
脱
却
し
た
個
を
軸
と
し
た
学
び
方
」「
実
社
会
と
つ
な
が
る
実
学
を
軸
と

し
た
学
び
方
」「
課
題
解
決
力
を
会
得
す
る
た
め
の
探
究
型
を
軸
と
し
た
学
び
方
」
に
転
換

横浜創英中学・
高校の場合

横浜創英中学・
高校の場合

横浜創英中学・
高校の場合

自校での確認項目
□ 最上位目標を具現化するために、教育課程をどのように柔

軟化、弾力化しますか？
□ 教育課程の編成段階で、実学・探究・異学年・合教科など

の特色をどのように整備していきますか？

自校での確認項目
□ 自校の生徒には、どのような

教科・科目が必要ですか？
□ 選択群や時間割は、生徒の

選択の幅を広げる工夫が十
分にされていますか？

自校での確認項目
□ 自校の生徒には、どのよう

な学び方が必要ですか？
□ 多様な生徒の深い学びを確か

なものにするために、授業を
どのように転換させますか？

本
間
校
長
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
「
教
育
課
程
の
工
夫
の
検
討
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
も
、
現
状
を
大
胆

に
変
え
る
発
想
は
出
に
く
い
も
の
で
す
。
前
例
踏
襲
を
打
破
し
て
い
く
議
論
に
な
る
か
否
か
は
、

最
上
位
目
標
が
ど
れ
だ
け
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
」

本
間
校
長
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
「
本
校
は
具
体
的
な
教
科
・
科
目
を
考
え
る
の
に
半
年
、
時
間
割
の

確
認
に
さ
ら
に
半
年
か
か
り
ま
し
た
。
生
徒
の
ニ
ー
ズ
や
希
望
進
路
に
合
っ
た
時
間
割
に
な
っ
て

い
る
か
、
入
念
な
検
証
が
大
切
で
す
」

本
間
校
長
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
「
生
徒
の
学
び
方
の
軸
が
決
ま
る
こ
と
で
、
教
師
が
追
求
す
る
授
業

の
あ
り
方
も
見
え
て
き
ま
す
。
本
校
で
は
生
徒
の
学
び
方
の
軸
に
沿
っ
て
、『
一
方
的
な
知
識
詰

め
込
み
型
の
一
斉
授
業
か
ら
探
究
型
授
業
へ
の
転
換
』
を
図
り
ま
し
た
」

改
革
の
推
進
と
並
び
、
柔
軟
な
教
育
課
程
の
実
現
に
お
い

て
大
変
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
と
い
う
の
は
、
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
始
め
と

す
る
最
上
位
目
標
は
、
ど
の
よ
う
な
柔
軟
化
を
図
る
の
か

と
い
う
方
向
性
を
定
め
る
軸
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
本
特
集
で
ご
紹
介
し
た
事
例
の
共
通
点
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
自
校
が
「
最
上
位
目
標
が
明
確
化

さ
れ
て
い
な
い
・
形
骸
化
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
状
況
に

あ
れ
ば
、ス
テ
ッ
プ
１
に
時
間
を
か
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
あ
く
ま
で
も
教
育
課
程
の
柔
軟
化
は
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
を
開
花
さ
せ
る
た
め
の
手
段
の
１
つ
。
そ
れ
が

目
的
化
し
な
い
よ
う
、
ス
テ
ッ
プ
１
に
お
い
て
教
師
は
も

ち
ろ
ん
、
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
の
人
た
ち
と
最
上
位
目

標
の
目
線
合
わ
せ
を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
上
で
、
各
校
が

少
し
ず
つ
、
で
も
着
実
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
歩
み
を
進

め
、
次
期
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
た
教
育
課
程
を
編
成

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
弊
誌
は
そ
れ
に
資
す
る

ご
支
援
や
情
報
発
信
に
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

現行の学習指導要領でも
工夫が可能な点

●学校設定教科・科目
の活用
普通教育を主とする学科
においては20単位まで、
卒業までに修得させる単位
数に含めることができる。

●各教科・科目におけ
る一定の幅の範囲内で
の増単と減単
必履修教科・科目におけ
る減単は、例えば「数学Ⅰ」
及び「英語コミュニケー
ションⅠ」については当
該科目の目標を実現でき
る範囲で行うことを前提
として、２単位とするこ
とができる。

●学校外における学修
等の単位認定の活用
主なものに、①学校間連
携による単位認定　②大
学、高等専門学校または
専修学校等における学修
の単位認定　③技能審査
の成果の単位認定　④ボ
ランティア活動等の単位
認定　がある。

※各項目の詳細については、
文部科学省「高等学校学習指
導要領（平成30年告示）解
説　総則編」を参照。

貴校の教育課程の柔軟化についての検討
を、VIEW next編集部がご支援いたしま
す。具体的には、検討の場のコーディネー
トや、柔軟化に関連する情報提供などを
予定しております。支援ご希望の学校・
先生は、詳細を下記のURL、
または右の２次元コードに
アクセスしてご確認の上、
お申し込みください。

https://view-next.benesse.jp/
view/web-hs/article34596/

ご案内

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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